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朝
も
や
溶
け
て
東
の
空
に

浅あ
さ

紫
む
ら
さ
き

色
の
雲
が
流
れ
ゆ
く

神
が
染
め
た
よ
う
な
暁
に

き
っ
と
今
日
と
い
う
日
も

い
い
一
日
に
な
る
だ
ろ
う

mashiki  town public relations magazine

広報ましき
「 あ な た 」と「 ま ち 」と 、 心 つ な が る 情 報 発 信

【特集】 

残したい
古里の古民家

【わがまち散歩】 
東無田・櫛島 編
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問 い合わせ先

今 月の表紙

　岡
おか

本
もと

千
ち

惠
え

子
こ

さん（小池
秋永）が、下陳の県道熊
本高森線南側で撮影し
た朝焼けです。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

交流情報センターミナテラス ( 図書館 )　住 木山 236
保健福祉センターはぴねす　健康保険課　健康増進係　住 惣領 1470
復興まちづくりセンターにじいろ　住 宮園 702
児童館　　　　　　　　　　　住 惣領 1470
町民憩の家　　　　　　　　　住 赤井 2167
学校給食センター　　　　　　住 宮園 943-1
文化会館　　　　　　　　　　住 木山 381-1
総合体育館　　　　　　　　　住 木山 236
水道センター　　　　　　　　住 寺迫 51-1
浄化センター　　　　　　　　住 馬水 1194-2
クリーンセンター　　　　　　住 寺迫 290
益城斎場　　　　　　　　　　住 福原 5740
益城西原消防署　　　　　　　住 寺迫 202-1
社会福祉協議会　　　　　　　住 惣領 1470

●
会 計 課
税 務 課
　住 民 税 係
　固 定 資 産 税 係
　納 税 係
住 民 課
　住 民 係
　環 境 衛 生 係
健 康 保 険 課
　保健事業係・保険年金係
　介 護 保 険 係
福 祉 課
　地域福祉係・包括支援係
　障 が い 支 援 係
　人 権 対 策 係
こ ど も 未 来 課
学 校 教 育 課
生 涯 学 習 課
　スポーツ振興係
産 業 振 興 課
　商 工 観 光 係
街 路 課
建 設 課
　管 理 係
　工 務 係
都 市 計 画 課
　都 市 計 画 係
　建 築 係
　公 営 住 宅 担 当
復 興 整 備 課
　まちづくり推進室
　工 務 係
企 画 財 政 課
　ふるさと納税ダイヤル
総 務 課
　男女共同参画係
危 機 管 理 課
新 庁 舎 等 建 設 課
議 会 事 務 局

☎ 286-3201

☎ 286-3388
☎ 286-3380
☎ 286-3116

☎ 286-3112
☎ 289-8077

☎ 286-3113
☎ 286-3114

☎ 234-6113
☎ 286-3115
☎ 289-1400　　
☎ 286-3117
☎ 286-3307
☎ 286-3337
☎ 287-4330
☎ 286-3277
☎ 289-8307
☎ 286-3171

☎ 286-3301
☎ 286-3224

☎ 286-3340
☎ 289-8308
☎ 286-3155

☎ 289-2930
☎ 286-3170
☎ 286-3223
☎ 273-8820
☎ 286-3111
☎ 286-6665
☎ 286-3210
☎ 286-3312
☎ 286-3351

益城町役場　 　　 　 　 　 　 　

１
階

２
階

３
階

☎ 287-8411
☎ 234-6123
☎ 284-1711
☎ 234-6124
☎ 286-4193
☎ 286-8535
☎ 286-1511
☎ 289-2433
☎ 286-6880
☎ 286-1131
☎ 286-4190
☎ 286-0877
☎ 286-2119
☎ 214-5566

☎ 286-3111( 代表 )住 宮園 702

人 びとの動き
人　口 33,974 人 （＋ 78 人）

男
女

16,429
17,545

人
人

（＋
（＋

55
23

人）
人）

世帯数 14,365 世帯 （＋ 60 世帯）

7 月中の
出生 /
死亡 /

21
29

人
人

転入 /
転出 /

169
83

人
人

令和 5 年 7 月末現在。(　) 内は前月比。
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益城のがまだしもん！

残したい古里の古民家

わがまち散歩「東無田・櫛島編」

ましきインフォメーション
9 月はアルツハイマー月間です / 令和５年度　益城町みん
なの夏祭り開催中止 / マイナポイント　申し込み締め切り
迫る！ / インフルエンザ予防接種を実施 / エクササイズと
アプリで健康づくり / 令和５年　住宅・土地統計調査 / 熊
本都市計画用途地域（案）・特別用途地区（案）住民説明会 /
年金生活者支援給付金 / 令和６年　益城町「二十歳の集い」

（旧成人式）/ 特定小型原動機付自転車（電動キックボード
など）は窓口で申請を / 会計年度任用職員（短期）募集（確定
申告相談会事務）/ 町の登録調査員を募集しています / 町
営住宅指定管理者（２期目）募集 / 熊本都市圏パーソント
リップ調査にご協力ください / ましき女性みらい塾２期生
募集

まちなか Pick UP!
スポーツの力で地域と日台交流へ貢献 / 海の世界で夏を満
喫 / 町の復興とにぎわいへの貢献に感謝 / 歩いて、知って、
交流深めて / 地域をひとつにつなぐ道路開通 / 広崎地区で
待望の夏祭り開催 / 空手の国際大会に挑む選手たち / ８年
ぶりに子どもたちの土俵入り

こころにカルチャー

安全×安心／人権～みんなが幸せになるために
～／クローバーましきニュース

みんなのひろば

くらしの情報
お知らせ▶９月は動物愛護月間です / 消費生活のトラブル
は消費生活センターへ / 歯科衛生士を目指しませんか / 小
規模事業場への健康支援 / 交付金を活用して里山林の整備
をしませんか /「国の教育ローン」（日本政策金融公庫）の
案内 / ご存じですか？　建退共制度 / 催しもの▶空の日
フェスタ 2023in 阿蘇くまもと空港 / 相談▶オストメイト
医療相談会 / 高齢者・障がい者のための成年後見相談会 /
アイヌの人たちの相談窓口 /「働くこと」をお手伝い　ジョ
ブカフェ・上益城ブランチ /「行政書士制度広報月間」無
料相談会 / 法の日無料相談会 / 募集▶子どもたちの暮らし
をサポートするボランティア募集 / 令和 6 年度　熊本県
立農業大学校学生募集 / 第 2 回にじいろ睡眠サロン参加
者募集 / 第 10 回阿蘇くまもと空港フォトコン 2023 作品
募集 / 講座▶障がい者対象の職業訓練 / Excel ビジネス講
座 / 町公民館単発講座「大学生が作る公民館講座 冬を先取
り！スノードーム教室」/ みんなの掲示板

町長のちょっと一言／善意の灯／乳幼児健診／
ふるさと納税／編集後記

GO! SAISHUNKAN ／まち全体が学びの場／町
に虹色の輝きを

vol.26

し
、
常
に
全
力
で
プ
レ
ー
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

　
「
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
試
合
展
開

で
、
選
手
の
個
性
や
技
術
力
が
際

立
つ
の
が
面
白
い
で
す
」と
那
須

村
さ
ん
。
そ
の
言
葉
通
り
、
サ
ッ

カ
ー
よ
り
狭
い
コ
ー
ト
で
、
10
人

の
選
手
た
ち
が
所
狭
し
と
走
り
回

り
、
パ
ス
回
し
と
シ
ュ
ー
ト
の
応

酬
が
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
す
。

　
「
フ
ッ
ト
サ
ル
は
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
が
大
事
で
す
。
僕
ら
は
一
人
一

人
の
意
見
を
尊
重
し
な
が
ら
、

ピ
ッ
チ
で
声
を
掛
け
合
い
、
協
力

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
チ
ー
ム
の

強
さ
で
あ
り
魅
力
で
す
」と
福
山

さ
ん
は
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

　

指
導
者
の
鶴つ

る

田た

文ふ
み

彦ひ
こ

さ
ん
は
、

「
選
手
た
ち
は
素
直
で
吸
収
力
が

高
い
で
す
。
心
か
ら
フ
ッ
ト
サ
ル

を
楽
し
ん
で
い
る
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。
全
国
大
会
に
出
場
で
き
た

の
も
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
挑
め
た

か
ら
こ
そ
で
す
」と
語
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
冬
の
全
国
大
会
出
場
権

を
争
う
リ
ー
グ
戦
や
、
Ｕ
―
15
大

会
に
挑
み
ま
す
。「
全
国
大
会
で

勝
て
る
チ
ー
ム
を
目
指
し
ま
す
」

と
力
強
く
語
る
福
山
さ
ん
。
彼
ら

の
挑
戦
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

楽
し
さ
が
フ
ッ
ト
サ
ル
の
原
動
力

　

エ
ン
フ
レ
ン
テ
熊
本
フ
ッ
ト
サ

ル
ク
ラ
ブ（
熊
本
市
）は
、
九
州
代

表
と
し
て
Ｊ
Ｆ
Ａ
第
10
回
全
日
本

Ｕ
―
18
フ
ッ
ト
サ
ル
選
手
権
大
会

に
初
出
場
し
ま
し
た
。
そ
の
代
表

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍

し
た
の
が
、
那な

須す

村む
ら

翔か
け
る

さ
ん（
福

富
）、
坂さ

か

本も
と

凛り
ん

弥や

さ
ん（
福
富
）、髙た

か

原は
ら

啓け
い

聖せ
い

さ
ん（
福
富
）、
髙た

か

原は
ら

惇あ
つ

暉き

さ
ん（
福
富
）、
福ふ

く

山や
ま

大た
い

公き

さ
ん

（
畑
中
）で
す
。

　

残
念
な
が
ら
全
国
大
会
初
勝
利

を
逃
し
ま
し
た
が
、
福
山
さ
ん
を

除
く
4
人
は
中
学
生
で
あ
り
な
が

ら
、
体
格
や
経
験
の
差
に
負
け
ず

に
勇
敢
に
戦
い
ま
し
た
。「
九
州

大
会
ま
で
は
で
き
た
こ
と
が
、
全

国
で
は
思
う
よ
う
に
で
き
な
か
っ

た
。
全
国
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
感

じ
た
」と
坂
本
さ
ん
は
振
り
返
り

ま
す
。

　
「
笑
顔
無
き
者
は
ピ
ッ
チ
を
去

れ
」が
ク
ラ
ブ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
。

選
手
た
ち
は
、
フ
ッ
ト
サ
ル
を
愛

県
・
九
州
大
会
を
勝
ち
抜
き

全
国
出
場
を
果
た
す

楽
し
さ
を
力
に
変
え
て

笑
顔
で
仲
間
と
共
に
戦
う

中高生フットサル選手

クラブ所属の町内選手たち　後列左から／那須村さん、坂本さん、髙原啓聖さん、福山さん　前列左から／髙原惇暉さん、
外
ほか

村
むら

海
せ

晴
な

さん（辻の城団地）、白
しら

石
いし

理
り

人
ひと

さん（辻の城団地）、永
なが

田
た

一
いっ

稀
き

さん（広崎4町内）、中
なか

村
むら

泰
たい

希
き

さん（田原）、舟
ふな

戸
と

湊
そう

太
た

さん（小峯）

下段写真左から／
（ 1・2 枚 目 ）／
迫力の練習風景／
全国大会出場選手
の那須村さん、坂
本さん、髙原惇暉
さん、髙原啓聖さ
ん、福山さん

広 報 ま しき  令和5（2023）. 9 2



林家

城本家
坂井家

河端家

有馬家古荘家

町内古民家
位置図

　熊本県近代和風建築総合調査で町内各地の古民家を調査
しましたが、調査した古民家の多くが熊本地震で被害を受
け、解体されてしまいました。中には修復すれば住むこと
ができたものもあり、価値あるものがなくなるのを少しで
も防ぎたいと思いました。
　古民家の修復にはかなりの費用が掛かるため、所有者の
熱意がなければ実現しません。残したいと願う所有者の思
いをかたちにするため、自分にできることはないかと町や
県の補助を探したり、要望したりしました。県が古民家の
修復も補助すると発表された時はとてもうれしかったです。
　町内に残る 8 軒の建物は個人の財産ではありますが、地
域の宝として守っていくことができればと思っています。

益
城
町
文
化
財
保
護
委
員
長

ヘ
リ
テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

松
野
陽
子
さ
ん（
市
ノ
後
団
地
）

ヘリテージマネージャー（地域歴史文化遺産保全活用推進員）とは
社会的に認められた建築の専門家（建築士など）で、さらに歴史文化遺産の保全
活用の手法を修得した人のこと。県内では（社）熊本県建築士会が実施する「熊本
県ヘリテージマネージャー養成講習会」（60 時間）を修了し、（社）熊本県建築士
会に登録された人をいい、地域に眠る歴史文化遺産を発見し、保全し、活用し、
地域づくりに貢献することを目指しています。

　近代和風建築の所在状況と重
要遺構を把握することを目的に、
文化庁が平成４年度から全国で
順次着手している「近代和風建築
総合調査」の一環。
　本町では、教育委員会から各地
区の嘱託員に照会し、約 130 軒
の建築物が調査対象となった。

古民家活用
これまでの歩み

平成 27（2015）年 7 月
熊本県近代和風建築総合調査

平成 28（2016）年 4 月
熊本地震発生

　2 度にわたる震度 7 の地震によ
り、多くの建築物が被災。調査し
た 130 軒もほとんどが失われた。

残
し
た
い

古
里
の
古た

民か

家ら

特
　
集

　古民家の復旧工事が「平成 28
年熊本地震被災文化財等復旧復
興基金」の補助対象となり、本町
から８軒の古民家が申請。

平成 29（2017）年 9 月
古民家復旧が県の補助対象に

　復旧や今後の活用について情
報交換をする場として、所有者の
会を設立。

平成 31（2019）年 2 月
8 軒の古民家 所有者の会設立

　国の文化財登録制度により、林
家住宅主屋が本町初の登録有形
文化財（建造物）に。他７軒も登録
を目指している。

令和 4（2022）年 3 月
林家主屋が登録有形文化財に

　

平
成
27（
２
０
１
５
）年
の
熊
本
県

近
代
和
風
建
築
総
合
調
査
で
確
認
さ

れ
た
町
内
の
古
民
家
は
約
１
３
０

軒
。
そ
の
多
く
が
翌
年
に
発
生
し
た

熊
本
地
震
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
、

失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、保
存
・

活
用
を
望
む
所
有
者
の
意
志
の
も
と

8
軒
が
修
復
さ
れ
、
後
世
に
残
す
た

め
利
活
用
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

写
真
の
古
荘
家
も
、
そ
の
１
軒
で
す

（
７
ペ
ー
ジ
で
紹
介
）。

　

明
治
時
代
以
前
の
特
色
を
表
し
、

再
び
造
る
こ
と
が
で
き
な
い
伝
統
建

築
物
を
、
古
里
の
た
か
ら
と
し
て
守

り
、
残
す
―
。
そ
の
背
景
に
は
、
町

文
化
財
保
護
委
員
長
で
ヘ
リ
テ
ー
ジ

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
松ま

つ

野の

陽よ
う

子こ

さ
ん
の

働
き
掛
け
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
松
野
さ
ん
や
所
有
者
の

思
い
と
、
利
活
用
に
向
け
た
取
り
組

み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
近
年
、
宿
泊
施
設
や
カ
フ
ェ
と
し
て
の
利
活
用
で
注
目
さ
れ
て
い
る
古
民
家
。

益
城
町
に
も
古
い
も
の
で
江
戸
時
代
に
で
き
た
建
物
が
あ
り
、
後
世
に
残
す
た

め
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▲現在の古荘家

価
値
あ
る
も
の
を
残
し

宝
と
し
て
守
っ
て
い
く

昭和 40年ごろの古荘家。地震後の片付け時に
発見された写真（古

ふる

荘
しょう

直
なお

樹
き

さん提供）

広 報 ま しき  令和5（2023）. 9広 報 ま しき  令和5（2023）. 95 4



古
ふる

荘
しょう

直
なお

樹
き

さん、佳
か

代
よ

さん

特集　残したい古里の古
た

民
か

家
ら

1  以前は 2 棟あった蔵。現在は 1
棟が残されている 2  主屋のはなれ。
客人がゆっくりお茶を楽しむ場とし
て活用予定 3  自分たちの手で改修
を進めている主屋の天井

【建設時期】江戸末期
　昭和 17（1942）年に外務大臣を務めた谷

たに

正
まさ

之
ゆき

氏の
生家。昭和 39（1964）年に古荘家が譲り受け、平成
28年熊本地震まで住居として使用。修復・改修され、
現在はコミュニティーの場として活用されている。

【建設時期】江戸末期～明治
　赤井城跡への登り口にある大農家の住宅。敷地
は、「浮き草堀」と呼ばれる城の外堀の内側に位置す
る。熊本地震で長屋門が倒壊。全壊の判定を受けた
主屋と蔵は復旧し、城本さん夫婦が暮らしている。

1  佳代さんが選んだイギリスアンティーク調の家
具が並ぶ室内 2  元の柱（濃色）に新たな柱（薄色）を
添える施工方法で修復 3  直樹さんが大好きな囲炉
裏 4  玄関に残る帽子掛け 5  土間への入り口

1  自然の形を生かした梁
はり

や柱
が随所に 2  矢嶋楫子たちが食
事をした囲

い

炉
ろ

裏
り

もそのままに 
3  床構え付き座敷には、日の
丸や甲冑などが据えられている 
4  2 階の壁に残る絵や文字 5  
土間は板張りにし、ダイニン
グやギャラリースペースに 6
2 階から見下ろした表の間の
玄関

12

1

3

3

45

城
しろ

本
もと

眞
ま

澄
すみ

さん、誠
せい

也
や

さん

林
はやし

富
ふ

美
み

子
こ

さん

【建設時期】江戸末期・万延元（1861）年頃
　250石取りの藩士が建てた武家住宅。昭和中期に改修、平成元（1989）年に現
在の場所へ移築された。屋根は東が入母屋造り、西が寄棟造り。表の間の玄関に
は式台の痕跡、西上手に上質な床構え付き座敷があり、家格が示されている。
　四賢婦人の一人、矢嶋楫子が林七郎と10年間の結婚生活を送った場所として
も知られる。県内に家老クラスの武家住宅は残されているが、林家のような一般
的な武士の家はほとんど残されていない。町に唯一残る武家住宅としての価値が
評価され、国の登録有形文化財（建造物）とされている。

2
345

6

古荘家概要

城本家概要

登
録
有
形
文
化
財

地
域
と
共
に
守
り
継
ぐ

　

こ
の
家
は
、
県
道
熊
本
高
森
線

の
建
設
に
伴
い
、
曳ひ
き

家や

を
し
て
移

築
し
て
い
ま
す
。

　

熊
本
地
震
で
全
壊
の
判
定
を
受

け
、
こ
の
家
を
残
す
か
悩
み
ま
し

た
が
、
曳
家
を
決
断
し
た
父
や
先

祖
が
苦
労
し
て
残
し
、
私
自
身
が

生
ま
れ
育
っ
た
家
な
の
で
、
残
す

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
そ
し
て
令

和
４
年
に
、
町
内
初
の
登
録
有
形

文
化
財
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

維
持
管
理
は
大
変
で
す
が
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
く
れ
ま
す
。

息
子
が
定
年
退
職
後
こ
の
家
に
住
む

予
定
な
の
で
、
息
子
へ
引
き
継
ぐ
ま

で
、
協
力
し
て
く
れ
る
皆
さ
ん
と
共

に
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

主屋

古荘家
櫛 島

主屋
・蔵

城本家
赤 井

主屋

林家
上小谷

林家概要

2

1

直
樹
さ
ん　

熊
本
地
震
で
甚
大
な

被
害
を
受
け
公
費
解
体
に
申
し
込

み
ま
し
た
が
、
周
り
の
家
が
壊
さ

れ
大
好
き
な
櫛
島
の
景
色
が
変
わ

る
姿
を
見
て
、
こ
の
家
を
壊
し
た

ら
一
生
後
悔
す
る
と
思
い
、
直
前

で
解
体
を
や
め
ま
し
た
。
当
時
、

家
族
に
は
反
対
さ
れ
ま
し
た
が
、

松
野
さ
ん
に「
残
す
価
値
が
あ
る
」

と
背
中
を
押
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

以
前
は
、
地
区
の
花
見
で
披
露

す
る
踊
り
の
練
習
場
所
と
し
て
も

使
わ
れ
て
い
た
そ
う
な

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
人

が
集
い
、
櫛
島
を
明
る

く
す
る
場
所
で
あ
り
た

い
で
す
。

人が集い、
櫛島を明るくする場所に

自
然
と
歴
史
を
感
じ
る
民
泊
に

眞
澄
さ
ん　

令
和
2
年
12
月
に
復

旧
工
事
が
完
了
し
、
現
在
は
設
計

士
さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
、
自
分

た
ち
で
居
間
や
台
所
の
改
修
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

赤
井
火
山
・
赤
井
城
跡
の
見
学

や
、
無
農
薬
野
菜
の
収
穫
・
調
理

な
ど
自
然
を
体
験
で
き
る
民
泊
に

し
て
、
将
来
的
に
他
の
7
軒
と
連

携
し
団
体
の
受
け
入
れ
も
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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株式会社ましきぐらし
早
はや

川
かわ

七
なな

瀬
せ

さん（古閑）

1  12 畳という当時の一般的な間取りより広い 1 階の座敷 2  住
宅の玄関へと続く門  3  4  土間は吹き抜けで、屋根を支える小
屋組みを見ることができる  5   土壁が残る 2 階

1

4

5

特集　残したい古里の古
た

民
か

家
ら

3

1  欄間や「含暉」と書かれた
水野顆山氏の書が残る 2  蔵 
3  納屋 4  風呂は現代風の
五右衛門風呂に 5  リノベー
ションされた玄関。土間を
キッチンに 坂

さか

井
い

誠
せい

一
いち

さん、元
もと

子
こ

さん（市ノ後団地）

【建設時期】主屋：江戸末期、納屋：明治 38（1905）年、
蔵：大正 12（1923）年
　地域で広大な山林と農地を所有していた「郷

ごう

士
し

」の
住宅、蔵、納屋。肥後三筆と称された小池出身の書家・
水
みず

野
の

顆
か

山
ざん

氏に「含
がん

暉
き

堂
どう

」と名付けられた主屋には、現
在も水野氏の書が飾られています。

【建設時期】明治初期
　江戸時代に砥川用水を開削した庄屋・
富
とみ

田
た

茂
も

七
しち

の子が河端家の養子となり、そ
の河端家から分家し建てられた新家住宅。
　平成 28年熊本地震まで住居として使
用されていたが、現在は株式会社ましき
ぐらしが管理し、宿泊や飲食の施設とし
ての活用が計画されている。

坂井家概要

河端家概要

2

古民家で益城の食材を味わうましきっちん

1

24 3

5

先祖代々、守ってきたもの
なくすわけにはいかない

　

㈱
ま
し
き
ぐ
ら
し
の
一
員

と
し
て
、
益
城
町
で
の
古
民

家
活
用
に
関
わ
り
始
め
て
半

年
が
過
ぎ
、
町
民
の
皆
さ
ん

を
は
じ
め
多
く
の
人
に
、
町

内
に
も
河
端
家
の
よ
う
な
古

民
家
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を

知
っ
て
い
た
だ
く
必
要
性
を
強
く

感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
い
、
そ
し
て
活
用
に
つ
な
げ
る

た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
３

回「
ま
し
き
っ
ち
ん
」と
い
う
料
理

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
河
端
家

は
宿
泊
施
設
の
他
、
飲
食
店
と
し

て
の
活
用
も
計
画
し
て
い
ま
す
の

で
、
料
理
教
室
が
、
利
用
者
に
な
っ

て
く
れ
る
人
・
働
い
て
く
れ
る
人

を
生
む
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

所
有
者
の
河
端
さ
ん
も
、
活
用

を
期
待
し
て
大
切
な
お
家
を
私
た

ち
に
任
せ
て
く
れ
て
い
る
の
で
、

人
が
集
ま
り
地
域
に
愛
さ
れ
る
よ

う
な
場
所
に
し
た
い
で
す
。

主屋

河端家
下 鶴

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い

地
域
に
愛
さ
れ
る
場
所
に
し
た
い

誠
一
さ
ん　

私
は
小
学
2
年
生
ま

で
、
こ
の
家
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
祖
父
母
や
叔
母
た
ち
が

住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
叔
母
が
亡

く
な
り
、
先
祖
代
々
、
守
っ
て
き

た
も
の
を
な
く
す
わ
け
に
は
い
か

な
い
と
相
続
す
る
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。
今
は
毎
日
自
宅
か
ら
通
い
、

草
刈
り
な
ど
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

　

民
泊
や
貸
会
場
な
ど
で
の
活
用

を
目
指
し
、
主
屋
を
改
修
し
ま
し

た
。
活
用
方
法
を
提
案
し
て
実
際

に
使
っ
て
く
れ
る
人
が
い
れ
ば
、

ぜ
ひ
活
用
し
て
ほ
し
い
で
す
。

1  町内の飲食店のカレーにグリルした
野菜を盛り付け。インドの漬物「アチャー
ル」の他、町内産のブドウを使ったかき
氷も 2  参加者とスタッフの皆さん

　河端家で 8 月 20 日、町にぎわい活性
化補助金を活用し第 3 回ましきっちん
が開催されました。過去最多の参加者が
集まり、町内産野菜たっぷりのカレーと
インドの漬物「アチャール」、町内産ブド
ウのシロップと果肉を使ったかき氷で益
城の夏を味わっていました。所有者の会　会長

有
あり

馬
ま

伸
のぶ

明
あき

さん（下砥川）

【建設時期】主屋 :文久 3（1863）年、蔵：明治21（1888）年
　砥川の旧家である西園寺家から分家され、有馬姓となっ
た家。蔵の腰部は土山瓦を使用した「なまこ壁」。主屋と蔵の
壁には、左官職人が鏝

こて

を使って漆喰壁に描いた「鏝絵」があ
ります。

有馬家概要

　

昔
か
ら
の
長
い
歴
史
を
積

ん
だ
建
造
物
が
地
震
に
耐

え
、
こ
う
し
て
残
っ
て
い
る

こ
と
は
町
と
し
て
誇
れ
る
こ

と
で
す
。
所
有
者
の
会
の
皆

さ
ん
と
連
携
し
未
来
に
向
け

て
利
活
用
を
進
め
、
50
年
、

１
０
０
年
と
大
切
に
守
り
続

け
て
い
く
こ
と
が
、
今
を
生

き
る
私
た
ち
の
役
割
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

主屋
・蔵

有馬家
下砥川

主屋東側妻壁に描か
れている「鏝絵」

10 月ごろに河端家でお掃除ワーク

ショップを開催予定です。実際に足

を運び、古里の古
た

民
か

家
ら

のこれからに

ついて一緒に考えてみませんか？

古里の古
た

民
か

家
ら

のこれから

坂井家
上砥川

主屋・
納屋・蔵

1

2
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　少
し
ず
つ
空
が
高
く
な
り
、
暦
の
上
で
は
秋
で
す
が
、

ま
だ
ま
だ
残
暑
厳
し
い
頃
。
た
っ
ぷ
り
と
水
分
を
補
給

し
な
が
ら
の
今
回
の
わ
が
ま
ち
散
歩
は
、
東
無
田
・
櫛

島
地
区
を
歩
い
て
み
ま
し
た
。

さ
ん
か
ら
温
か
く
受
け
入
れ
て
い
た
だ

き
、
す
ぐ
に
打
ち
解
け
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
の
地
域
の
見
守
り
も
あ
り
が
た

い
で
す
」と
話
し
ま
す
。

　森
川
さ
ん
と
田
﨑
さ
ん
は
今
年
5
月

に
女
性
だ
け
で
結
成
さ
れ
た「
乙
女
会
」

の
メ
ン
バ
ー
で
す
。「
2
カ
月
に
1
度

公
民
館
に
集
ま
り
先
輩
た
ち
か
ら
、
土

地
の
習
わ
し
や
伝
統
な
ど
を
教
え
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
と
い
っ
て
も
、
飲
み

会
が
主
な
目
的
で
す
け
ど
ね
」と
2
人

は
お
茶
目
に
笑
い
ま
す
。

　も
う
一
つ
の
女
性
グ
ル
ー
プ
が
、
熊

本
地
震
で
復
旧
の
め
ど
が
付
か
な
か
っ

た
頃
に
結
成
さ
れ
た「
サ
ー
ク
ル
・
絆
」

で
す
。被
災
し
て
心
が
折
れ
た
時
、「
前

を
向
い
て
歩
か
な
い
と
み
ん
な
病
気
に

な
っ
て
し
ま
う
」と
、
23
年
前
に
同
区

に
移
住
し
た
中な

か

村む
ら

智と
も

子こ

さ
ん
の
声
掛
け

で
、
集
落
の
女
性
た
ち
が
手
を
取
り
合

い
ま
し
た
。

　「
家
や
車
の
鍵
を
入
れ
る
巾
着
作
り

か
ら
始
め
ま
し
た
。
洋
服
の
仕
立
て
を

仕
事
と
す
る
森も

り

永な
が

映え
い

子こ

さ
ん
が
指
導
し

て
く
れ
ま
し
た
」と
中
村
さ
ん
が
振
り

返
り
ま
す
。「
針
を
通
し
な
が
ら
、
日
常

の
あ
り
が
た
さ
を
か
み
し
め
た
も
の
で

す
」と
森
永
さ
ん
も
言
葉
を
添
え
ま
す
。

　小
物
づ
く
り
や
健
康
運
動
を
す
る
な

ど
、
無
心
に
何
か
に
夢
中
に
な
る
こ
と

で
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
精
神
力
を
育
ん
で

い
っ
た
そ
う
で
す
。「
支
援
の
お
返
し
に

ポ
ー
チ
を
手
作
り
し
て
贈
っ
た
こ
と
か

ら
、
企
業
の
復
興
イ
ベ
ン
ト
で
販
売
し

て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ

が
評
判
が
良
く
て
。
全
員
、が
ぜ
ん
や
る

気
が
出
ま
し
た
よ
」と
話
し
て
く
れ
た
の

は
、元
気
印
の
田た

﨑さ
き

誠せ
い

子こ

さ
ん
で
す
。

　被
災
後
、
益
城
出
身
の
現
役
競
輪
選

手
で
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
仲な

か

山や
ま

圭け
い

さ
ん
か
ら「
東
無
田
音
頭
」と
い

う
応
援
歌
が
贈
ら
れ
、
中
村
さ
ん
が
振

り
付
け
を
し
ま
し
た
。
公
民
館
の
畳
の

上
に
輪
を
作
り
、
曲
に
合
わ
せ
て
踊
る

サ
ー
ク
ル
・
絆
の
皆
さ
ん
。
そ
の
笑
顔

は
晴
れ
晴
れ
と
し
て
い
ま
し
た
。
　

　自
宅
横
の
畑
で
家
庭
菜
園
を
楽
し
ん

で
い
る
坂さ

か

田た

英ひ
で

夫お

さ
ん
に
出
会
い
ま
し

た
。
長
ナ
ス
、
ト
マ
ト
、
カ
ボ
チ
ャ
、
オ

ク
ラ
、
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
無
農
薬
の
季
節

の
野
菜
が
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。「
野

菜
づ
く
り
が
面
白
く
な
っ
て
、
ど
ん
ど

ん
種
類
が
増
え
ま
し
た
」と
楽
し
そ
う

に
収
穫
に
汗
を
流
し
ま
す
。

　そ
ん
な
坂
田
さ
ん
が
東
無
田
を
離
れ

た
の
は
15
歳
の
時
。益
城
中
を
卒
業
後
、

　東
無
田
八
幡
宮
を
中
心
に
集
落
が
広

が
る
東
無
田
地
区
。
町
史
を
ひ
も
と
く

と
、「
東
無
田
の
住
民
は
、
自
分
た
ち

の
祖
先
は
秋
津
地
区
か
ら
移
住

し
て
き
た
と
伝
承
し
て
い
る
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い

え
ば
、
熊
本
市
東
区
秋
津
に
あ

る「
中
無
田
熊
野
座
神
社
」
な

ど
は
地
名
が
似
て
い
ま
す
。

　時
代
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
江

つ
き
な
ど
一
年
を
通
じ
て
地
域
の
人
た

ち
と
の
触
れ
合
い
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
過
日
、
東
無
田
八
幡
宮
で
そ
う
め

ん
流
し
や
肝
試
し
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　肝
試
し
の
当
日
は
、
昼
間
に
親
と
子

ど
も
た
ち
が
道
路
の
下
調
べ
を
し
、
本

番
の
夜
に
は
大
人
た
ち
が
お
ば
け
に
変

装
し
、
い
ろ
ん
な
場
所
で
子
ど
も
た
ち

を
驚
か
せ
た
そ
う
で
す
。

　「
地
元
消
防
団
の
企
画
で
、
災
害
時
に

夜
道
を
歩
い
て
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
合
に
備
え
、
子
ど
も
た
ち
に
地

理
を
把
握
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

親
も
子
も
楽
し
く
学
べ
る
イ
ベ
ン
ト
に

な
り
ま
し
た
」と
話
す
の
は
小
学
生
の

娘
さ
ん
が
い
る
森も

り

川か
わ

志し

保ほ

さ
ん
で
す
。

　熊
本
地
震
後
に
夫
の
実
家
が
あ
る
東

無
田
に
移
住
し
た
田た

﨑さ
き

幸み
ゆ
き

さ
ん
は
、「
皆

戸
時
代
。
加
藤
清
正
は
領
内
の
治
水
工

事
に
尽
力
し
ま
し
た
。「
秋
津
地
区
に

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
東
無
田
地
域
は
洪

水
の
常
襲
地
帯
だ
っ
た
よ
う
で
、
清
正

の
治
水
工
事
と
新
田
造
成
に
よ
っ
て
、

現
在
の
場
所
に
人
々
が
移
り
住
ん
だ
と

考
え
ら
れ
ま
す
」と
町
生
涯
学
習
課
の

堤つ
つ
み

英え
い

介す
け

さ
ん
。
ま
た
東
無
田
八
幡
宮
の

勧
請
が
慶
長
18
(1
6
1
3
)
年
と
伝

え
ら
れ
て
お
り
、
秋
津
地
区
か
ら
の
移

住
に
伴
い
神
社
が
建
立
さ
れ
た
と
推
察

さ
れ
ま
す
。

　東
無
田
地
区
で
は
子
ど
も
会
の
活
動

が
盛
ん
で
す
。
田
植
え
、
稲
刈
り
、
餅

少
年
自
衛
隊
を
志
し
入
隊
。「
古
里
を

遠
く
離
れ
る
ほ
ど
に
、
思
い
は
募
っ
て

い
き
ま
し
た
」と
坂
田
さ
ん
。
14
年
前
、

古
里
に
自
宅
を
新
築
し
家
族
の
拠
点

を
つ
く
る
と
、
そ
の
後
の
県
外
任
務
は

単
身
赴
任
で
務
め
ま
し
た
。
坂
田
さ
ん

は「
子
ど
も
た
ち
に
、
古
里
と
呼
べ
る

場
所
を
つ
く
っ
て
あ
げ
た
か
っ
た
ん
で

す
」と
振
り
返
り
ま
す
。

　定
年
退
官
後
、
熊
本
で
再
就
職
を
し

た
坂
田
さ
ん
は「
東
無
田
・
下
原
地
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
会
長
も
務
め
、

地
域
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。
伺
っ
た
そ

の
日
、
次
女
の
渡わ

た

邉な
べ

晴は
る

香か

さ
ん
と
8
カ

月
に
な
る
孫
の
侑ゆ

う

心し
ん

ち
ゃ
ん
が
帰
省
し

て
い
ま
し
た
。
庭
先
で
コ
ロ
コ
ロ
と
笑

う
初
孫
を
抱
っ
こ
す
る
坂
田
さ
ん
の
目

尻
は
下
が
り
っ
ぱ
な
し
で
し
た
。

上／東無田から櫛島へと向か
う辺りで眺めた飯田山
左／東無田集落の中心部とな
る東無田八幡宮

子ども会でそうめん流しを楽
しむ子どもたち（提供写真）

サークル・絆で手作りされたポーチや
小物いろいろ

休日の余暇を使って家
庭菜園を楽しむ坂田さ
ん。いい笑顔です

上／坂田さんが育てた無農薬
の夏野菜
右／坂田さんの次女の晴香さ
んと初孫の侑心ちゃん。笑顔
がたまりません

15
歳
で
古
里
を
離
れ
て

秋
津
か
ら
移
住
し

集
落
を
形
成

活
発
な
子
ど
も
会
の

活
動

「
前
を
向
い
て
」

サ
ー
ク
ル
・
絆
の
結
束

8月には子ども会で釣りや水遊
びも楽しみました（提供写真）

大
人
た
ち
が
お
化
け
に
変
装
。
参
加

者
た
ち
も
ず
い
ぶ
ん
盛
り
上
が
っ

た
よ
う
で
す
（
提
供
写
真
）

結
婚
し
て
東
無
田
地
区
に
暮
ら

す
二
人
。
左
か
ら
森
川
さ
ん
と

田
﨑
さ
ん

サークル・絆の皆さん。前列左から緒
お

方
がた

睦
むつ

子
こ

さん、原
はら

口
ぐち

晶
あき

子
こ

さん、森永さん、中村さん、
中
なか

村
むら

裕
ゆう

子
こ

さん。後列左から宮
みや

﨑
ざき

いく子
こ

さん、木
き

村
むら

　子さん、永
なが

田
た

正
まさ

子
こ

さん、田﨑さん、
福
ふく

永
なが

道
みち

子
こ

さん

よう こ

東
ひがし

無
む

田
た

・
櫛
くし

島
じま
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　集
落
の
形
が
髪
を
と
か
す
櫛
に
似
て

い
る
こ
と
に
地
名
の
由
来
を
持
つ
櫛
島

地
区
。
開
通
し
た
ば
か
り
の
町
道
櫛
島

東
無
田
線
・
櫛
島
避
難
路
は
、
道
路
幅

や
視
界
も
広
が
り
安
心
し
て
歩
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
て
、「
櫛
島
熊
野

座
神
社
」の
境
内
に
あ
る
公
民
館
で
は

毎
週
土
曜
日
、
地
元
の「
カ
ワ
セ
ミ
」の

メ
ン
バ
ー
が
健
康
体
操
に
汗
を
流
し
て

い
ま
す
。
男
性
2
人
女
性
6
人
で
結
成

さ
れ
、
朝
8
時
半
か
ら
10
時
ま
で
み
っ

ち
り
と
体
を
動
か
し
ま
す
。

　こ
の
中
の
最
高
齢
が
境さ

か
い

田だ

信の
ぶ

子こ

さ

ん
。
年
齢
を
伺
う
と「
29
歳
で
す
」と
笑

顔
で
即
答
。
こ
ん
な
ふ
う
に
冗
談
で
年

齢
の
数
字
を
逆
さ
ま
に
返
さ
れ
る
こ
と

は
ま
ま
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
は
、「
さ
す

が
に
お
若
い
！
」と
応
え
る
の
が
エ
チ

ケ
ッ
ト
と
い
う
も
の
。

　「
朝
の
5
時
に
ト
ラ
ク
タ
ー
で
畑
ば

打
っ
て
大
豆
ば
植
え
て
き
た
。『
一ひ

と

手て

遅

れ
が
千せ

ん

手て

の
遅
れ
』。
先
に
先
に
事
を
な

す
こ
と
が
肝
心
」と
言
う
信
子
さ
ん
の

心
構
え
に
背
筋
が
伸
び
ま
す
。
そ
ん
な

信
子
さ
ん
は
、
35
年
前
に
夫
を
亡
く
し

ま
し
た
。
以
来
、
小
さ
な
体
の
女
手
一
つ

で
田
畑
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。「
い
ろ
ん

な
人
が
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
な
は
っ

た
。
こ
う
し
て
今
が
あ
る
の
は
、
人
さ
ま

の
お
か
げ
で
す
」と
手
を
合
わ
せ
ま
す
。

　92
歳
に
な
っ
た
今
も
足
取
り
軽
く
、

働
き
者
と
評
判
の
信
子
さ
ん
は「
車
の

走
行
距
離
の
ご
つ
、
人
の
額
に
メ
ー
タ

ー
が
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
の
働
き

ぶ
り
ば
計
ら
れ
る
ば
っ
て
ん
、
そ
る
が

分
か
る
と
、
エ
ン
ジ
ン
の
下
取
り
が
き

か
ん
ど
ね
」と
言
っ
て
ケ
ラ
ケ
ラ
と
笑

い
ま
し
た
。

　カ
ワ
セ
ミ
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
の
森も

り

田た

芙ふ

美み

さ
ん
は
、
10
月
に
入
る
と
み
そ

作
り
を
始
め
ま
す
。「
麹こ

う
じ

を
28
時
間
寝

か
せ
る
と
雪
の
よ
う
な
麹
の
花
が
咲
く

ん
で
す
。
米
と
麦
を
一
昼
夜
水
に
つ
け
、

炊
い
て
潰
し
た
大
豆
を
加
え
て
発
酵
さ

せ
て
3
日
か
か
り
ま
す
」。
家
族
や
親
戚

の
た
め
の
1
年
分
の
み
そ
作
り
は
森
田

家
の
年
中
行
事
の
一
つ
で
す
。

　今回で2度目の東無田・櫛島
地区のわがまち散歩。前回の散
歩で顔見知りになった人たちと
のうれしい再会や、新しい発見、
歴史に触れた時間でした。
　セミの声がやんだ夕刻。青田
を渡る風に吹かれると、少しず
つ秋が近づいている気がします。
　今日の出会いに感謝。

っ
く
り
し
て
い
き
な
っ
せ
」と
言
う
な

り
そ
そ
く
さ
と
テ
レ
ビ
の
前
へ
。ど
う
や

ら
、大
リ
ー
グ
の
大
谷
選
手
が
出
場
し
て

い
る
試
合
が
気
に
な
る
よ
う
で
す
。

　益
城
出
身
で
日
本
の
女
子
教
育
に
尽

力
し
た
矢
嶋
楫
子
を
始
め
、
竹
崎
順
子
、

徳
富
久
子
、
横
井
つ
せ
子
の
四
賢
婦
人

を
生
み
育
て
た
母
・
鶴
子
の
生
家
、
三

村
家
は
櫛
島
地
区
に
あ
り
ま
し
た
。

　鶴
子
の
父
は
、
筑
後
地
方
か
ら
櫛
島

に
移
り
住
ん
だ
武
士
・
秋あ

き

月づ
き

伝で
ん

右え
衛
門も

ん

の
息
子
の
和わ

兵ひ
ょ
う

衛え

。
和
兵
衛
は
後
に
下

六
嘉
・
上
六
嘉
・
櫛
島
の
3
つ
の
村
を

治
め
る
庄
屋
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
初

代
・
三
村
の
姓
を
名
乗
り
ま
す
。
鶴
子
は

幼
い
頃
か
ら
藩
校
の
時
習
館
で
学
ん
だ

兄
の
章
太
郎
の
影
響
を
受
け
、
才
色
兼

備
な
女
性
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　「
三
村
家
は
鶴
子
が
嫁
い
だ
杉
堂
の

矢
嶋
家
よ
り
格
が
上
で
し
た
。
鶴
子
の

娘
た
ち
が
残
し
た
功
績
は
素
晴
ら
し
い

も
の
で
す
が
、
母
親
の
教
育
が
礎
と
な

っ
て
い
る
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
」と

話
す
の
は
、
櫛
島
地
区
の
区
長
で
四
賢

婦
人
記
念
館
で
ガ
イ
ド
を
務
め
て
い
る

森も
り

田た

悦え
つ

雄お

さ
ん
で
す
。

　明
治
に
な
る
と
三
村
家
は
熊
本
市
中

央
区
本
荘
に
移
り
屋
敷
を
構
え
ま
し

た
。
三
村
家
の
本
家
の
流
れ
を
く
む
秋

月
家
の
子
孫
は
今
も
櫛
島
地
区
に
暮
ら

し
、
現
在
の
敷
地
内
の
一
角
に
三
村
家

が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　櫛
島
地
区
に
美
し
い
地
下
水
を
た
た

え
た
プ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
昔
か
ら
夏

と
も
な
る
と
地
区
の
子
ど
も
た
ち
は
こ

こ
で
、
水
遊
び
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

　プ
ー
ル
を
管
理
し
て
い
る
の
は「
櫛

島
子
ど
も
会
」で
す
。
各
地
域
の
子
ど

も
会
は
小
学
生
と
保
護
者
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
櫛
島
地
区
に
は
小
学
生

が
1
人
し
か
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
去
る

7
月
15
日
に
、「
東
無
田
子
ど
も
会
」や

地
区
の
中
学
生
が
声
掛
け
を
し
た
益
城

中
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
仲
間
、
サ
ッ
カ

ー
チ
ー
ム
、
２
年
連
続
で
参
加
し
て
い
る

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
チ
ー
ム
、
そ
れ
に
大
人

も
含
め
て
総
勢
90
人
が
集
ま
り
プ
ー
ル

の
清
掃
が
行
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
翌
日

の
16
日
は
水
神
祭
、
夜
に
は
水
あ
か
り

散歩の終わりに散歩の終わりに散歩の終わりに

　森
田
家
の
玄
関
に
お
邪
魔
す
る
と
、

芙
美
さ
ん
手
描
き
の
絵
手
紙
が
飾
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
果
物
や
野
菜
、
花
な
ど

季
節
の
情
緒
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。「
絵

手
紙
に
親
し
む
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

道
端
の
花
に
心
が
向
い
た
り
、
野
菜
や

果
物
の
見
え
方
も
変
わ
り
ま
し
た
」と

話
す
芙
美
さ
ん
の
作
品
は
、
本
紙
の
他
、

熊
本
日
日
新
聞
で
も
掲
載
さ
れ
、
読
む

人
の
心
を
潤
し
て
い
ま
す
。

　玄
関
先
で
冷
た
い
お
茶
を
振
る
舞
っ

て
も
ら
う
と
、
西
か
ら
吹
き
込
む
涼
風

に
す
っ
と
汗
が
引
き
ま
す
。
顔
を
出
し

た
夫
の
繁し

げ
る

さ
ん
は「
嘉
島
の
浮
島
さ
ん

の
湖
風
や
水
を
張
っ
た
田
ん
ぼ
の
風
が

流
れ
て
く
る
け
ん
涼
し
か
も
ん
ね
。
ゆ

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　「
櫛
島
に
住
む
小
学
生
1
人
の
た
め

に
90
人
が
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
み

ん
な
で
汗
を
流
し
な
が
ら
プ
ー
ル
を
清

掃
す
る
時
間
は
楽
し
か
っ
た
で
す
」と

話
す
の
は
、「
櫛
島
を
愛
し
て
や
ま
な

い
」と
言
う
古ふ

る

荘し
ょ
う

直な
お

樹き

さ
ん
で
す
。
た

だ
し
プ
ー
ル
の
利
用
は
地
区
の
子
ど
も

に
限
り
、
遊
泳
に
つ
い
て
は
保
護
者
の

監
視
の
下
で
の
自
己
責
任
と
な
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　西
に
沈
も
う
と
す
る
夕
日
が
空
を
紫

に
染
め
、
風
が
プ
ー
ル
の
水
面
に
幾
重

に
も
弧こ

を
描
く
光
景
は
涼
し
さ
を
呼
び

込
み
ま
す
。

232232232

東無田
八幡宮
東無田
八幡宮

熊野座神社熊野座神社

プ
ー
ル

プ
ー
ル

田崎商店田崎商店

至熊本市東区秋津至熊本市東区秋津

消
防
団
詰
所

消
防
団
詰
所

至
嘉
島
町

至
嘉
島
町

九
州
縦
貫
自
動
車
道

九
州
縦
貫
自
動
車
道

木山川

東無田地区東無田地区

櫛島地区櫛島地区

上／「カワセミ」の皆さんは毎週土
曜日に集まります
左／手作りの梅干し。天気のいい日
に天日干しにします

芙美さんが手作りした合わせみ
そは風味豊か

玄関先に飾られている芙美さんの絵手紙 Vサインでご機嫌な繁さん

御年 92 歳になる現役農家
の境田さん

み
そ
や
手
作
り
の
漬
物
な
ど
料
理
上
手
な

森
田
芙
美
さ
ん

プ
ー
ル
の
清
掃
物
語

自
称
29
歳
の

元
気
母
さ
ん

四
賢
婦
人
の
母
、

鶴
子
の
古
里

森
田
家
の
手
作
り
み
そ

上空から見た櫛島地区は櫛形になっていま
す（櫛島公民館展示資料）

櫛
島
熊
野
座
神
社
前
の
道

路
や
三
差
路
も
広
く
な
り

ま
し
た

かつて三村家があったとされる、秋
月さん宅の敷地の一角

四
賢
婦
人
の
母
・
鶴
子
の
話
を

教
え
て
く
れ
た
森
田
悦
雄
さ
ん

プールに映る夕日が美しい
（古荘さん提供写真）

仲間たちが集まりプールの清掃が行われました（古荘さん提供写真）

東
ひがし

無
む

田
た

・
櫛
くし

島
じま
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令和５年度　益城町みんなの夏祭り開催中止

　8 月 9 日に夏祭り実行委員会が開催され、令和 5 年

度の益城町みんなの夏祭りは中止と決定されました。

グランメッセ熊本など、代替地での開催もありません。

　来年度以降は右記の課題などを解決し、皆さんの安

全を確保した上で開催できるよう、夏祭り実行委員会

で検討・準備を進めます。

中止の理由

①�町民グラウンド周辺で工事が続いており、来場

者の安全の確保が困難であること。

② �7 月 3 日の水害によって田畑・道路などに大

きな被害が生じ、復旧が終わっていないこと。

問 夏祭り実行委員会事務局（商工会）　☎ 286 ‐ 2551

　 産業振興課 商工観光係　☎ 289‐ 8307

マイナポイント　申し込み締め切り迫る！

　マイナポイントの申込期限は令和 5 年 9 月末です。

　令和 5 年 2 月末までにマイナンバーカードの

申請が完了した人に最大 5,000 円分、健康保険証

の利用申し込み・公金受取口座の登録をした人に

それぞれ 7,500 円分を、キャッシュレス決済サー

ビスを通じてポイントとして付与するものです。

マイナポイントとは

問 マイナポイントに関すること
　 企画財政課 行政改革係　☎ 286 ‐ 3223

　 マイナンバーカードの交付に関すること
　 住民課 住民係　☎ 286 ‐ 3112

・�マイナンバーカードの交付を受けていない人は、予

約の上、早めに受け取ってください。

・ポイントの申し込みは、役場 1 階窓口でも可能です。

インフルエンザ予防接種を実施

対象者　① 65 歳以上

　　　　② �60 歳以上 65 歳未満で、心臓、じん臓、呼吸器の

機能に日常生活が極度に制限される障がいがあるか、

ヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活

がほとんど不可能な程度の障がいがある人

負担金　�1,000 円（生活保護受給者は、事前手続きにより自己負担なし）

対象者　生後 6 カ月から中学生　　　負担金　1 回 �2,000 円

定期接種の助成

任意接種の助成

　9 月は世界アルツハイマー月間として、世界各国で認知症の啓発活動
が行われています。
　9 月 21 日、世界アルツハイマーデーには、熊本城が日没から午後 10
時までオレンジ色にライトアップされます。
　認知症になっても住み慣れた地域で安心して自分らしく生活するに
は、認知症への正しい理解が必要です。認知症について、身近に感じる、
考える、語る機会にしましょう。

　町では、65 歳以上の高齢者が住み慣れた地域で

安心して暮らし続けるために、必要な援助や支援を

行う地域の総合相談窓口として、「地域包括支援セ

ンターこころねっと」を 2 カ所設置しています。

　さらに、4 月から「高齢者なんでも相談室」を開催

しています。買い物ついでに、悩みや不安を話すこ

とができる場となっていますので、お気軽にお立ち

寄りください。

日時　毎月第 3 木曜日　午前 10 時～正午

場所　スーパー・キッド益城店駐車場

　「チームオレンジ」とは、認知症の人や家族のニーズ

と、認知症サポーター※を中心とした支援者をつなぐ

仕組みのことです。町では、認知症かもしれないとい

う早期の段階から、認知症の人や家族が住み慣れた地

域で安心して暮らし続けることができるように、チー

ムオレンジの設置を目指しており、チームオレンジ

コーディネーターが仕組みづくりを推進しています。

　本年度は、福富地区をモデルに「オレンジサロン福

富」（益城病院主催の認知症カフェ）をチームオレンジ

として活動できるように支援しています。そのサロン

で「認知症サポーター養成講座」を開催し、参加者全員

が認知症サポーターになりました。

　また、チームオレンジを地域に周知するため、「花

いっぱい in 福富」として、マリーゴールドの花の鉢植

え作りや配布を行いました。

　今後も地域の皆さんと話しながら、さまざまな活動

に取り組んでいきます。
※認知症に対する正しい知識と理解を持ち、地域で認知症の人やそ
の家族に対してできる範囲で手助けする人のこと

9 月はアルツハイマー月間です

高齢者なんでも相談室 チームオレンジって？

① チームオレンジに関心を持ってもらうため、鉢にはオ

レンジの丸が描かれています ② マリーゴールドの鉢植え

を作って地区住民に配布 ③ オレンジサロン福富の皆さん②

① ③

　下記の通り役場出張所を開設します。認

知症地域支援推進員と益城病院（認知症疾

患医療センター）相談員が対応しますので、

ぜひご活用ください。

日時　9 月 28 日（木）午前 9 時 30 分～正午

場所　役場正面入口多目的ホール

高齢者なんでも相談室　役場出張所

　申込期限間際には、ポイン

ト申し込みサイトの混雑が予

想されます。また、9 月末よ

り早く申し込みを締め切る決

済サービスもありますので、

早めに申し込んでください。

　インフルエンザ予防接種の接種期間・

場所と助成についてお知らせします。

接種について

期間　10 月 1 日～ 12 月 31 日

場所　町内実施医療機関

※�詳しくは、9 月中旬に全戸配布する

チラシをご覧ください。
問 保健福祉センターはぴねす

　 ☎ 234 ‐ 6123
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　年金生活者支援給付金は、公的年金などの収入やそ

の他の所得額が一定基準額以下の年金受給者の生活を

支援するために、年金に上乗せして支給されるものです。

老齢基礎年金受給者
　次の全てを満たす人

・65 歳以上

・世帯全員の市町村民税が非課税

・年金収入額とその他の所得額の合計が約 88 万円以下

障害／遺族基礎年金受給者
　前年の所得額が約 472 万円以下の人

年金生活者支援給付金

すでに年金を受給している人
　対象となる人には、9 月初旬から順次、日本年

金機構（年金事務所）からお知らせを送付します。

　同封のはがきが「年金生活者支援給付金請求書」

となっていますので、必要事項を記入し提出して

ください。令和 6 年 1 月 4 日（木）までに手続きを

終えると、令和 5 年 10 月分までさかのぼって受

給できます。

これから年金を受給し始める人
　年金の請求手続きと併せて、請求手続きをして

ください。

問 健康保険課 保険年金係　☎ 286 - 3113

熊本東年金事務所　　　 ☎ 367 - 2503

支給対象者

請求について

日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電
話や案内にご注意ください！

　日本年金機構や厚生労働省が、電話で家族構成
や金融機関の口座番号・暗証番号を聞いたり、手
数料などの金銭を求めることはありません。

年金生活者支援給付金の請求で不明な点は、

「給付金請求ダイヤル」（☎ 0570 - 05 - 4092）

に問い合わせてください。

　益城町都市計画マスタープラン（令和 2 年 3 月策定）

などの上位計画の策定・変更と益城台地土地区画整理

事業の進
しん

捗
ちょく

に伴い、熊本都市計画用途地域※ 1 の全体見

直しを行います。併せて、用途地域の変更に伴い熊本

都市計画特別用途地区※ 2 を変更します。
※ 1　�用途地域とは、住居、商業、工業など市街地の大枠

としての土地利用を定めるもので、13 種類ありま
す。地域の目指すべき土地利用の方向を考えて、用
途地域を設定することにより、それぞれの目的に応
じ建築可能な建物の種類を決めることができます。

※ 2　�特別用途地区とは、地区の特性にふさわしい土地利
用の増進、環境の保護など、特別の目的の実現を図
るために指定するものです。市町村が地域の特性に
応じて、用途地域による用途制限の強化や緩和を定
めることができます。

説明会について

　広く住民の皆さんの意見を取り入れるため、住

民説明会を開催します。

日時　9 月 21 日（木）、22 日（金）　午後 7 時～

　　　　　24 日（日）　午前 10 時～

場所　益城町役場　2 ‐ 4・5・6 会議室

内容　・�熊本都市計画用途地域の変更（案）に関す

る説明

　　　・�熊本都市計画特別用途地区の変更（案）に

関する説明

　　　・質疑応答
問 都市計画課 都市計画係　☎ 286 - 3340

熊本都市計画用途地域（案）・特別用途地区（案）　住民説明会 エクササイズとアプリで健康づくり

一人で続けるのが不安な人は「ましき元気教室」へ
　ましき元気教室とは、地域の皆さんが自主的に

集まり運動などをする教室です。

　団体立ち上げの流れや町からの支援などは、本

紙 7 月号で確認するか、問い合わせてください。

ましきエクササイズ

　熊本健康アプリを使うと、“ 歩く” など日々の健康づ

くり活動を行うことでポイントが付与され、ポイントが

たまると協力店などで特典を受けたり、抽選会に応募し

たりできます。気軽に楽しみながら健康づくりに取り組

めますので、ぜひ活用してください。

上半期プチ抽選会
期間　9 月 1 日（金）～ 15 日（金）

賞品　�1,000 円相当のデジタルギフト　　1,950 本

　　　�1,000 円相当の日専連ギフトカード　  50 本

対象　�健康ポイントを 500 ポイント以上獲得している人

※�詳細は公式ホームページに掲載されます。なお、内容

が変更になる場合があります。

問 「熊本健康ポイント事業」運営事務局

☎ 0120 - 040 - 037

町保健福祉センターはぴねす

☎ 234 ‐ 6123

チャンネル登録
お願いします！

【動画】

7 月 31 日　ましき元気教室交流会

町公式 YouTube チャンネルで
「ましきエクササイズ」動画公開中！
　町健康づくり・介護予防アドバイザー都

つ づ く

竹茂
しげ

樹
き

先生監修の下、ストレッチから筋トレまで自宅で

気軽に挑戦できる運動が紹介されています。

アプリのダウンロードはこちら【iPhone】 【android】

androidを使用する人は健康アプリ
のインストール 前に「Google Fit」
をインストールしてください。
※Google FitはGoogle LLCの商標です。

令和５年　住宅・土地統計調査

　総務省統計局では、10 月 1 日現在で「住宅・土地統計調査」

を実施します。この調査は、住生活に関する最も基本的で重

要な調査で、空き家の状況などを把握することを主な狙いと

しています。

　調査の結果は、住生活基本計画や耐震・防災を中心とした

都市計画づくりなど、私たちの暮らしと住まいに関する計画

や施策の基礎資料として幅広く利用されます。対象となった

人は、調査にご協力ください。
問 住宅・土地統計調査コールセンター　☎ 0570 ‐ 06 ‐ 3939

　 企画財政課 復興企画係　☎ 286 ‐ 3223

調査の対象と回答方法

対象　　　�令和２年国勢調査の調査区の中

から選ばれた全国約 340 万世帯

（町では約 500 世帯）

回答方法　�9 月下旬から調査員が対象世帯

を訪問し調査書類を配布します。

インターネットで回答するか、

紙の調査票を郵送または調査員

に提出してください。
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町の登録調査員を募集しています

　町では、国が実施する各種統計調査に従事する調査

員を随時募集しています。

　次の全ての要件を満たす人

・�町に住民登録があるか、住所から判断して統計

調査に従事することが可能と認められる満 20

歳以上の人

・心身ともに健康な人

・責任をもって調査事務を遂行できる人

・秘密の保護に関し信頼のおける人

・税務、警察、選挙に直接関係のない人

登録要件

　統計調査員として継続的に活動することを希望し、

あらかじめ町に登録している人です。

登録調査員とは

統計調査員の仕事

・町が実施する調査説明会への出席

・担当調査区の範囲と調査対象の確認

・調査対象への調査票の配布、記入依頼

・記入された調査票の回収・審査

・調査票など調査関係書類の提出

統計調査員の待遇など

　調査に従事する期間中、国や県から任命される非常

勤の公務員となります。

従事期間　�不定期。年に 1 ～ 4 回ほど統計調査が行わ

れ、1 回の調査期間は約 2 カ月です。

報酬　　　1 回の調査で 2 ～ 5 万円程度

　　　　　※�調査ごとに、活動にかかる日数などを考

慮して定められています。

補償　　　�調査活動中に万一、事故に遭いけがなどを

した場合は補償が適用されます。

表彰　　　�功績の大きな統計調査員に対しては、表彰

が行われます。町内でも、これまで 8 人の

登録調査員が熊本県知事表彰や熊本県統計

協会会長表彰などを受賞しています。

申し込み

　「益城町統計調査員希望者登録申込書」に必要事

項を記入し、企画財政課へ提出してください。申

込書は企画財政課窓口か、町ホームページで入手

できます。※郵送やＦＡＸでの提出はできません。

受付時間　平日の午前 9 時～午後５時

　　　　　（正午～午後１時を除く）

申し込み・問 企画財政課 復興企画係

　　　　　　 ☎ 286 ‐ 3223

　調査規模や調査対象地区を考慮したうえで、調

査員活動を依頼します。登録調査員は、実施され

る全ての調査に従事できるわけではありませんの

でご了承ください。

　調査が実施される時期に活動できるかどうかわ

からない人は、登録だけでも可能です。

留意事項

特定小型原動機付自転車（電動キックボードなど）は窓口で申請を

交付申請に必要な書類

・軽自動車税（種別割）申告（報告）書兼標識交付申請書

・販売（譲渡）証明書

・�車名、車台番号、定格出力、長さ、幅、最高速度など

が分かる書類やパンフレット

・本人確認書類

町営住宅指定管理者（2 期目）募集
　町営住宅と附帯施設の管理運営業務を行

う指定管理者を募集します。

　募集要項など詳しくは、町ホームページ（9

月中旬ごろ更新予定）をご覧ください。
問 都市計画課 公営住宅担当　☎ 286 ‐ 3155

管理施設　　　・町営住宅など 25 団地 96 棟 1,048 戸

　　　　　　　・駐車場、給排水設備、集会所など

管理期間　　　�令和 6 年 4 月 1 日～令和 11 年 3 月 31 日

までの 5 年間

申請受付期間　令和 5 年 10 月 2 日（月）～ 20 日（金）まで

令和6年 益城町「二
は た ち

十歳の集い」（旧成人式）
　民法の一部改正により、

令和 4 年 4 月から成人年齢

が 20 歳から 18 歳に引き下

げられました。

　町では、今後も当該年度

に 20 歳になる人を対象に式

典を開催します。令和 6 年

の式典は右記の通りです。

令和 6 年の式典について

日時　　令和６年 1 月 7 日（日）午前 10 時開式

場所　　町総合体育館

その他　�駐車場などについては随時、町ホーム

ページでお知らせします。

問 生涯学習課 生涯学習係　☎ 286 ‐ 3337 式典の会場となる総合体育館

　特定小型原動機付自転車を所有している人は、住民

課の窓口で標識番号（ナンバープレート）を交付します

ので、必要書類をそろえて申請してください。申請書は、

住民課窓口か町ホームページで入手できます。

　標識交付は無料で、軽自動車税（種別割）は年額 2,000

円です。

問 申請に関すること　住民課 住民係　☎ 286 ‐ 3112

　 内容に関すること　税務課 住民税係　☎ 286 ‐ 3388

定員　　　　�①②各 1 人

報酬（時給）　922 円

勤務場所　　役場と交流情報センターミナテラス

申し込み　　�会計年度任用職員登録申込書を下記へ提出。

面接は随時行い、定員に達した時点で受け付

けを終了します。

提出先・問 税務課 住民税係　☎ 286 ‐ 3388

業務内容　�確定申告相談会の受け付けや案内、

書類整理など

雇用期間　①令和 5 年 11 月～令和 6 年 3 月

　　　　　②令和 5 年 12 月～令和 6 年 3 月

※ �2 月と 3 月は月 17 日程度、その他は月

12 日程度。勤務時間は午前 8 時 30 分～

午後 5 時 15 分

会計年度任用職員（短期）募集（確定申告相談会事務）

　道路交通法の改正に伴い、令和 5

年 7 月 1 日から要件に該当する電動

キックボードなどは、特定小型原動

機付自転車として区分されています。

特定小型原動機付自転車として区分されるもの

　次の全ての要件、保安基準を満たしているもの

・原動機の定格出力が 0.6 キロワット以下

・長さ 1.9 メートル以下、幅 0.6 メートル以下

・�最高速度が 20 キロメートル毎時以下で、走行

中に最高速度の設定変更ができない

・変速機が AT（オートマチックトランスミッション）

・�前照灯・警音器・最高速度表示灯・制動装置・

方向指示器・尾灯・制動灯・後部反射器・バッ

テリーの安全性、走行安定性が保たれている
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１

２ ３

４ ５

海の世界で夏を満喫
児童館まつり「海の遊園地」

　保健福祉センターはぴねすで 7 月 22 日、児童館まつ
り「海の遊園地」が開催されました。
　開館 10 年を迎える町児童館。まちサポ登録ボランテ
ィアや、熊本学園大学のボランティアが運営に加わった
今年の祭りには、乳幼児から保護者まで 130 人が参加
しました。
　参加者たちはフォトスポットで写真を撮ったり、魚の
キーホルダ―を作ったりしながら、職員手作りの海の世
界を楽しんでいました。 児童館職員手作りのおさかなつりとボール転がしを楽しむ参加者

スポーツの力で地域と日台交流へ貢献
P
プ ロ ジ ェ ク ト

R0JECT O
ワ ン

NE の町長表敬訪問・小学生との交流活動

写真説明／１ （左から）PR0JECT ONE 事務局の田
た

口
ぐち

優
ゆう

樹
き

さん、一
柳選手、＋Ｓ代表の松

まつ

山
やま

拓
たく

実
み

さん（広崎 4 町内）　２ 汗だくになっ
てミニゲームを楽しむ　３ 一柳選手のサイン入りボール贈呈　４  
サインを求めて長蛇の列が　５ 一柳選手を囲んで子どもたちから
多くの質問が飛び交いました

　7 月 19 日、PR0JECT ONE が来町し、町長表敬訪問
と津森小・広安小の放課後児童クラブで小学生との交流
を行いました。
　PR0JECT ONE とは、サッカー台湾リーグで活躍して
いる一

いち

柳
やなぎ

夢
ゆう

吾
ご

選手、若
わか

林
ばやし

美
み の り

里選手を中心に、社会貢献活
動と日本・台湾交流強化を目的としたプロジェクトチー
ムです。これまでの本町での取り組みとして、はなえみ
食堂（子ども食堂・馬水）への食材の提供を行っています。
　今回の訪問は、大学生が中心の地域活動団体＋

プ ラ ス

S と協
同し、津森小体育館ではサッカー交流。子どもたちは夢
中になってボールを追いかけていました。
　広安小では一柳選手への質問タイムがあり、小学生か
らの「どうやったらサッカーが上手になりますか」という
質問に対し、「努力するんじゃなくて、楽しみながら、毎日
の歯磨きと同じくらい当たり前の気持ちで日々サッカー
をプレーすること」とアドバイスしました。
　チームは今後も、スポーツ交流や、本町と台湾の国際交
流への協力など、さまざまな活動を続けていきます。
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町の復興とにぎわいへの貢献に感謝
企業版ふるさと納税感謝状贈呈式

　町は 7 月 25 日、本町に企業版ふるさと納税を行った
株式会社パトライト（大阪市）に感謝状を贈りました。
　これは、役場周辺のにぎわい拠点を整備する「復興ま
ちづくり支援施設プロジェクト」に賛同いただいた同社
へ、感謝の意を表するために行ったものです。
　感謝状を受け取った吉

よし

坂
さか

悟
さと

志
し

専務執行役員は、「この
寄付を町の復興に役立ててほしい。また、今後も防災や
安全対策などさまざまな面で町を応援していきたい」と
述べました。 西村町長から感謝状を受け取った吉坂専務執行役員

地域をひとつにつなぐ道路開通
町道櫛島東無田線・櫛島避難路開通式

8 年ぶりに子どもたちの土俵入り
寺迫地蔵堂えんまさんまつり

はっけよーい、のこった！のこった！

空手の国際大会に挑む選手たち
国際千

ち

唐
とう

流空手道連盟益城支部が町長を表敬訪問

　8 月 8 日、国際千唐流空手道連盟益城支部の代表者一
同が町長を表敬訪問しました。
　これは、第 14 回千唐流宗家杯国際空手道選手権大会

（会場：熊本市総合体育館）出場を報告するもので、選
手たちは町長から激励を受けていました。
　選手を代表して佐

さ

々
さ

木
き

麟
りん

童
どう

さん（広崎 3 町内）が、「日
本代表選手としての誇りを持ち、全力で戦う所存です。
また、海外選手との国際交流を深め、今後に生かしてい
きたいと思います」と大会への意気込みを語りました。

広崎地区で待望の夏祭り開催
第 6 回権現さんの夏祭り

　権現社（熊野宮）境内で 8 月 5 日、４年ぶりとなる第
６回権現さんの夏祭りが開催され、屋台などを目当てに
多くの人が足を運び、会場は大にぎわいとなりました。
　境内に特設されたステージでは、子どもみこ神楽、く
まモンのダンス、葉

は

山
やま

悠
ゆう

介
すけ

さん率いる S
ス ー パ ー オ ン リ ー

UPERONLY の
ダンスパフォーマンス、 紅

くれない

太
だい

鼓
こ

やウクレレ演奏、広崎
広友会の踊りなどが催され、会場を盛り上げました。
　パン取り競走や、子どもみこしも行われ、子どもたち
の夏休みの素敵な思い出となりました。 １ 子どもみこ神楽　２ 子どもみこし　３ パン取り競走

１

２

３

　8 月 5 日、木山蛭子町地区「歴史まち歩き」と交流会が
開催されました。
　初めに公民館「きやま座」で、町文化財保護委員・松

まつ

野
の

陽
よう

子
こ

さんが、地区の歴史について説明。その後、集まっ
た地区住民の皆さんはまち歩きに出発し、松野さんや学
芸員の説明を聞きながら地区内の文化財の他、横町まち
かど広場や避難広場など 7 カ所を巡りました。
　「きやま座」に戻った後は炊き出し、輪投げ、ビンゴゲ
ームなどが行われ、参加者たちは交流を深めました。

歩いて、知って、交流深めて
木山蛭

えび

子
す

町地区「歴史まち歩き」、交流会

㊧ 説明を聞きながらまち歩き ㊨ 地区の歴史について話す松野さん

　7 月 29 日、マシキラリナイトマーケットが開催され、県
道益城菊陽線沿いの階段を色とりどりのキャンドルが埋め
尽くし、柔らかな光で来場者たちを魅了しました。
　このイベントの開催には、町のにぎわい活性化補助金が
活用されています。

１

３

　櫛島地区で 7 月 30 日、町道櫛島東無田線・櫛島避難
路開通式が行われました。
　式には地域住民、地元町議会議員、関係者など約 70
人が参加。参加者全員でのテープカットの後、開通した
道路の渡り初めを実施。地域住民・まちづくり協議会の
提案を受け整備された、広く利用しやすい、災害にも強
い道路の完成を祝いました。
　櫛島区長の森

もり

田
た

悦
えつ

雄
お

さんは「震災後、ばらばらになっ
た地域をまたひとつにするための礎となる道路ができた。
これからさらに、明るい・住みたい・住みやすい櫛島を
目指していきたい」と語りました。

写真説明／１ 道路の開通を盛大に祝う皆さん　 ２  渡り初めの
先頭を切る元気いっぱいの 90 歳代の女性たち　３ 新しくなった
道路を歩く住民には笑顔があふれていました

後列左から／河
かわ

野
の

舜
しゅん

正
せい

さん（安永 3 町内）、日本千唐会佐
さ

々
さ

木
き

孝
たか

裕
ひろ

強
化指導部長（広崎 3 町内）、同会豊

とよ

留
どめ

幹
みき

男
お

会長（宮園）、佐
さ

々
さ

木
き

颯
はや

斗
と

さ
ん（広崎 5 町内）、佐々木さん　前列左から／宮

みや

田
た

旬
しゅん

さん・尚
なお

さん（惣
領 4 町内）、坂

さか

口
ぐち

蒼
そ ら

空さん（惣領 1 町内）、宮
みや

田
た

ちほさん（惣領 4 町内）

　寺迫地蔵堂で 8 月 16 日、えんまさんまつりが開催さ
れました。熊本地震からのお堂の復旧後も、コロナ禍に
より参拝のみの開催が続いていたこの祭りですが、8 年
ぶりに伝統行事の子ども奉納相撲が行われました。
　参加した地域の子どもたちや保育園こころの園児たち
の白熱した取組に、地域住民や家族から声援や拍手が送
られていました。子どもたちから「もう一回！」と相撲の
再戦を希望する声が飛び交い、寺迫区長の本

ほん

田
だ

光
みつ

照
てる

さん
もうれしそうに応えていました。 ２

広 報 ま しき  令和5（2023）. 9広 報 ま しき  令和5（2023）. 923 22



開館 … 火・木～日曜日　午前 10 時～午後 6 時
　　　  水曜日　午後 0 時～ 8 時
休館 … 月曜日（祝日の場合は翌日）、毎月第 3 金曜日

考古学者が発掘調査をしていたら、怖い目にあった話
大城道則　芝田幸一郎／著　ポプラ社

それは誠
乗代雄介／著　文藝春秋

生き別れになった、大好きなおじさ
んにもう一度会いたい－。修学旅行
で東京を訪れた 4 人の高校生たち
が、コースを外れた冒険を試みて…。

うみのたからもの

それは遠い国からやってき
た、小さな小さな船…。手
に乗せた貝殻が、海の底へ、
太古の昔へと、想像を広く
深く導いていく海の物語。

地下墓の人骨と 2 週間過ごす、い
けにえのヒツジをさばく、墓の中に
閉じ込められ凍死寸前、のんびり屋
のヒッチハイク強盗…。考古学者の
古代ロマン・不思議体験記。

タイ・イマヌエルオーケストラ熊本交流演奏会
　

　
　
　タイでスラム出身の子どもたちに希望と生きがい
を与え、人々のスラムに対するイメージを変えよう
と活動する青少年のためのオーケストラの来日公演。
公演日　10 月 22 日（日）午後 2 時開演
入場料（当日 500 円増し）
全席自由 1,000 円、ブルーム会員・学生 500 円　

9 月 17 日（日）無料映画上映会
場所…ミナテラス視聴覚室
アングリーバード 2（アニメ・吹き替え）  　　　　　　　  

午前 10 時～ 11 時 36 分

　ピッグたちから卵を守った戦いから数年後、バー
ド・アイランドの英雄として有名になったレッドは、
今度は危険なミッションに挑む！
決戦は日曜日（邦画） 

午後 2 時～ 3 時 45 分

　父親の地盤を引き継ぎ、急きょ衆議院議員選挙に
出馬することとなった新人候補と、秘書の選挙活動
を描く社会派コメディー。

益城の

町文化財保護委員会

文化財本
格
的
に
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
記
念
碑
に
は
水
道
組
合
の
役

員
を
は
じ
め
、
地
域
住
民
の
名
前
が
あ

り
、
日
々
の
生
活
に
不
可
欠
な
基
盤
と

し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ

と
が
伝
わ
り
ま
す
。

　
こ
の
碑
は
、
昭
和
46
年
に
建
立
さ
れ

て
お
り
、
空
港
開
港
に
よ
り
自
然
流
水

か
ら
ポ
ン
プ
を
使
っ
た
上
水
道
に
切
り

変
わ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
小
谷

集
落
が
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
潮

井
水
源
上
流
部
に
あ
る
湧
き
水
の
恵
み

に
よ
っ
て
生
活
し
て
き
た
こ
と
を
伝
え

る
も
の
と
し
て
大
変
貴
重
な
も
の
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。
な
お
、
潮
井
水
源
水

道
事
業
に
小
谷
が
入
っ
て
い
な
い
の
は
、

こ
の
水
道
が
す
で
に
整
備
さ
れ
て
い
た

た
め
と
推
測
で
き
ま
す
。

　
　
　
　 

益
城
町
文
化
財
保
護
委
員
会

小谷

岳
がっがみず

ヶ水水源水道の歴史②

(小谷水道記念碑 )

　
大
正
時
代
、
岳
ヶ
水
水
源
か
ら
小
谷

集
落
に
安
定
的
に
給
水
す
る
た
め
に
工

事
が
な
さ
れ
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
は
、『
工
事
沿
革
』(

矢
野
幸
司

氏
執
筆
　
大
正
15
年
6
月) 

に
記
さ
れ

て
い
る
水
源
か
ら
の
鉄
管
に
よ
る
給
水

工
事
の
記
録
。
も
う
一
つ
は
、
上
小
谷

集
落
に
所
在
す
る
、『
小
谷
水
道
記
念

碑
』で
す
。

　
後
者
の
碑
文
に
は
、「
本
水
道
は
、
大

正
末
期
に
完
成
し
、
上
・
下
小
谷
住
民

の
生
活
と
文
化
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ

と
大
な
り
。
爾じ

後ご

給
水
人
口
の
増
加
に

よ
り
谷た
に

合あ
い

森も
り

に
新
た
に
水
源
地
を
設
置

し
今
日
に
至
る
も
、
高
遊
原
空
港
の
開

設
に
伴
う
諸
般
の
事
情
か
ら
、
高
遊
原

地
区
簡
易
水
道
に
統
合
さ
れ
五
十
年
の

歴
史
を
閉
ず
。」と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

記
念
碑
の
脇
に
は
貯
水
タ
ン
ク
も
残
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
碑
文
は
、
水
道
が

大
正
時
代
か
ら
小
谷
集
落
水
道
と
し
て上小谷に残る水道記念碑

短 

歌

末
武
　
有
二
　
選

投
稿
は
、
一
人
一
首（
句
）で
お
願
い
し
ま
す
。

俳 

句

河
野
　
全
平
　
選

川 

柳

布
田
川
左
門
　
選

　

投
稿
は
投
稿
者
の
住
所
、
電
話
番
号
を
必
ず
記
入
し
、
役
場

広
報
係
ま
で
。
締
切
は
毎
月
15
日（
必
着
）で
す
。

次
回
の
お
題 　
「
夏
の
終
わ
り
」

朝あ
さ
顔が

お
を
抱
い
て
帰
る
や
夏
休
み　
　
　
　
　
惣
領　
野の

宮み
や　
逸い

つ
吉よ

し

祖
母
み
や
げ
昔
な
が
ら
の
ホ
タ
ル
篭か

ご　
　
　
古
閑　
今い

ま
村む

ら　
恒こ

う
心し

ん

夏
野
菜
ど
ち
ら
が
先
か
虫
と
吾わ

れ　
　
　
　
木
山　
本ほ

ん
田だ　
龍り

ゅ
う

子こ

暑
気
し
の
ぎ
犬
も
風
呂
場
で
夕
涼
み　
　
　
惣
領　
野の

の々

口ぐ
ち
ト
ミ
子こ

大
の
字
に
寝
て
も
眠
れ
ぬ
熱
帯
夜　
　
　
　
馬
水　
倉く

ら
本も

と
研け

ん
一い

ち
郎ろ

う

老お
い
楽ら

く
の
恋
に
冷ひ

や
水み

ず
世
間
体　
　
　
　
　
　
　
赤
井　
増ま

す
岡お

か　
伸の

ぶ

小
魚
を
ツ
マ
ミ
に
造
る
釣
師
か
な　
　
　
　
木
山　
友と

も
田だ

太た
い
公こ

う
望ぼ

う

こ
こ
ろ
待
ち
台
風
一
過
大
花
火　
　
　
　
　
宮
園　
中な

か
川が

わ
セ
イ
子こ

か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
こ
の
暑
さ　
　
菊
池
市　
照て

る
屋や　
さ
と

一
句
鑑
賞

本
降
り
に
な
っ
て
出
て
行
く
雨
宿
り　
　
　
　
　
　
読 

人 

不 

知

『
お
題
』　　
自
由
詠

国
技
と
は「
外
人
」と
知
る
相
撲
か
な　
　
　
　
　
　
一
本
刀
土
俵
入

先
生
は
Ａ
Ｉ
塾
も
学
校
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
務
員
国
家
試
験

人
間
が
こ
わ
す
地
球
の
核
戦
争　
　
　
　
　
　
　
　
銀
河
鉄
道
９
９
９

学
問
の
す
ゝ
め
か
ら
読よ

み
書か

き
そ
ろ
ば
ん
へ　
　
　
　
　
新
資
本
主
義

『
お
題
』　　
梅
雨
明
け

退
屈
な
蓋ふ
た
押
し
上
げ
て
梅
雨
明
け
る　
　
　
　
　
　
み
な
ま
た
川
柳
会

左ひ
だ
り

巻ま
き

の
ヤ
な
台
風
が
や
っ
て
く
る　
　
　
　
　
　
　
女
性
予
報
士

ご
先
祖
も
孫
も
帰
ら
ぬ
お
中
元　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ツ
ン
と
一
軒
家

天
空
を
引
き
裂
き
雷ら

い
の
走
る
か
な　
　
　
　
　
　
　
名
物「
吉
野
梨
農
家
」

夏な
つ
陽び

あ
み
力
み
な
ぎ
り
す
く
っ
と
た
つ
供
華
に
切
り

を
り
大
輪
ダ
リ
ア　
　
　
　
　
安
永　
守も

り
住ず

み　
孝た

か
子こ

過
ぎ
し
日
は
ま
ぼ
ろ
し
な
る
や
姉
逝
き
て
新
盆
む
か

え
思
い
出
な
ぞ
る　
　
　
　
　
惣
領　
島し

ま
田だ　
廣ひ

ろ
子こ

山
道
の
大
杉
の
上
鴉か

ら
す

い
て
鳴
き
声
真ま

似ね

る
妻
の
声
よ

し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惣
領　
垣か

き
野の　
幸こ

う
一い

ち

一
年
に
一
度
の
逢
瀬
も
雨
と
な
り
織
姫
彦
星
悲
し
か

ろ
う
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
山　
本ほ

ん
田だ　
龍り

ゅ
う

子こ

鳴
る
神
が
ク
ァ
ラ
ク
ァ
ラ
と
空く

う
を
裂
き
焼
け
た
ト
タ

ン
の
騒
が
し
き
雨　
　
　
　
　
木
山　
赤あ

か
城ぎ　
香か

織お
り

寂
し
さ
に
ふ
と
西
の
空
眺
む
れ
ば
昨
日
と
同
じ
夕
日

沈
ま
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
崎　
大お

お
原は

ら　
　
郁い

く

大
雨
に
浸つ

か
っ
て
折
れ
た
稲
の
苗
真
夏
の
陽ひ

浴
び
緑

増
し
く
る　
　
　
　
　
　
　
　
惣
領　
甲か

斐い　
道み

ち
夫お

湯
上
が
り
に
バ
ン
コ
取
り
出
し
夕
涼
み
花
火
に
は

し
ゃ
ぐ
孫
の
喜
び　
　
　
　
　
赤
井　
増ま

す
岡お

か　
伸の

ぶ

夏
祭
り
久
し
振ぶ

り
に
集
ま
り
て
踊
り
も
出
店
も
大
い

に
賑に

ぎ
わ
う　
　
　
　
　
　
　
　
広
崎　
日ひ

野の

ヒ
ロ
子こ

油
照
り
直
射
日
光
逃
げ
ま
は
る
十
三
夜
月
光
は
窓
へ

ま
っ
す
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　
熊
本
市　
境さ

か
い　
眞ま

木き

子こ

忙
し
く
支
度
整
え
用
を
足
し
今
日
も
迎
え
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に　
　
　
　
　
　
　
逗
子　
荒あ

ら
井い　
澄す

み
幸ゆ

き
よ
し

よ
し

たかおゆうこ／作
加瀬友喜／監修　講談社
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防災行政無線 防災行政無線で放送された内容が電話で確認できます。
自動応答電話　☎ 286-0888

　
防
災
と
救
急

台
風
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

益
城
西
原
消
防
署　

☎
２
８
６
︲
２
１
１
９

問

　
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
台
風
が
多
く

発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
普
段
か
ら

災
害
に
備
え
、
気
象
情
報
・
防
災
情
報

を
活
用
し
て
早
め
の
準
備
と
行
動
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

■
普
段
の
対
策

・
非
常
用
品（
懐
中
電
灯
、
非
常
食
、

飲
料
水
、
ラ
ジ
オ
、
着
替
え
、
医
薬

品
な
ど
）を
準
備
し
て
お
く
。

・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
避
難
場
所
・
ル
ー

ト
、危
険
箇
所
な
ど
を
確
認
し
て
お
く
。

■
台
風
が
接
近
す
る
前
に

・
家
の
窓
ガ
ラ
ス
や
雨
戸
を
補
強
し
、

家
の
周
り
に
あ
る
も
の
を
固
定
す
る
。

■
情
報
収
集

・
大
雨
や
洪
水
、
土
砂
災
害
な
ど
の
注

意
報
・
警
報
・
避
難
情
報
に
注
意
す
る
。

■
早
め
の
行
動

・
外
出
を
控
え
、
危
険
を
感
じ
た
ら
早

め
の
避
難
を
心
掛
け
る
。

・
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
、
た
だ

ち
に
命
を
守
る
行
動
を
と
る
。

発生区分 7 月中 累計

火災

建物 0 3

車両 1 1

林野 0 0

その他 0 2

警戒出動 2 2

救急出動 173 1,102

救助出動 5 11

事故・犯罪
区分

町　内 御船署管内

7 月中 累計 7 月中 累計

人身事故 3 22 10 63

物損事故 85 510 193 1,253

空  き  巣 1 3 1 3

自販機狙い 0 0 0 0

万  引  き 2 4 5 12

オートバイ盗 0 0 0 1

自転車盗 0 3 2 10

車上狙い 1 7 2 17

御
船
警
察
署

御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

☎
２
８
２-

１
１
１
０

内 

２
６
１
～
２
６
５

令
和
5
年

町
内
・
御
船
署
管
内

事
故
・
事
件
の
発
生
状
況

令
和
5
年

町
内
の
火
災
等
発
生
状
況

益
城
西
原
消
防
署

☎
２
８
６-

２
１
１
９

問

問

　
交
通
安
全
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
実
施

危
機
管
理
課 

危
機
管
理
係　

☎
２
８
６
︲
３
２
１
０

問

■
運
動
の
目
的

　
全
て
の
町
民
が
交
通
ル
ー
ル
を
順
守

し
、
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習

慣
付
け
る
な
ど
、
交
通
安
全
意
識
の
向

上
を
目
指
す
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故

防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
。

■
実
施
期
間

・
9
月
21
日（
木
）～
30
日（
土
）ま
で
の

10
日
間

・
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

　
9
月
30
日（
土
）

■
運
動
の
重
点

・
子
ど
も
と
高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る

歩
行
者
の
安
全
確
保

・
夕
暮
れ
時
・
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

と
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
自
転
車
な
ど
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と

交
通
ル
ー
ル
順
守
の
徹
底

　
地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

9
月
11
日
は「
警
察
相
談
の
日
」

御
船
警
察
署
・
御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会　

☎
２
８
２-

１
１
１
０

問

　
警
察
で
は
、
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人

や
、
不
安
を
感
じ
て
い
る
人
へ
の
相
談

窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
警
察
の
窓

口
で
の
直
接
相
談
、
電
話
で
の
相
談
、

ど
ち
ら
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

■
警
察
安
全
相
談
室
へ
の
相
談
電
話

　
♯
９
１
１
０（
プ
ッ
シ
ュ
回
線
）

　
３
８
３
‐
９
１
１
０（
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
）

■
御
船
警
察
署
へ
の
相
談
電
話

　
２
８
２
‐
１
１
１
０

　
※
相
談
は
無
料
で
す
が
、
通
話
料
が

　
　
か
か
り
ま
す
。

■
相
談
例

・
防
犯
や
交
通
に
関
す
る
こ
と

・
ス
ト
ー
カ
ー
・
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
こ
と

・「
電
話
で『
お
金
』詐
欺
」に
関
す
る
こ
と

・
事
件
や
事
故
に
関
す
る
こ
と

・
子
ど
も
の
非
行
や
家
庭
内
暴
力
に
関

す
る
こ
と

緊
急
の
事
件
・
事
故
の
場
合
は

「
＃
９
１
１
０
」を
利
用
せ
ず
に
、

１
１
０
番
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

Vol.508

違いを認め合うこと

　“みんなちがって、みんないい”金子みすゞさん
の代表作『私と小鳥と鈴と』の詩の一節です。
　私は大きく腕を広げても飛べないし、どんなに
体を揺すってもきれいな音は出せない。誰にでも、
できることとできないことがあり、それぞれの個
性を大切に生きていく中に素晴らしさがあると
歌っています。
　違いを責めるのではなく、「みんなと同じでなく
てもいいんだよ」と認め合う社会は、優しさにあふ
れ、一人ひとりを大切にする温かみのある社会だ
と思います。
　できなかったときや失敗したときの絶望感、少
数派が弱い立場に立たされたときや悩みを抱えて

いるときの不安感、誰もが一度は経験したことが
あるのではないでしょうか。気持ちが弱ったとき、
できなくてもいいんだよ、失敗してもいいんだよ、
と誰かが支えてくれたら心も元気を取り戻せるよ
うな気がします。
　違いを認め合うときこそ勇気や支援が必要です。
誰かが助けてくれる、守ってくれるという安心感
が心を強くしてくれるからです。
　昨今では、ジェンダーについての差別や外国人
労働者への差別、子どもへの虐待などの解消に向
けた取り組みから人権意識の高まりがみられるよ
うになりました。みんながそれぞれを認め合い、
誰もが生きやすい社会となるよう、一人ひとりを
大切にし、尊重し合う気持ちを常に持ち続けてい
たいと思います。

今月号からデザインやコーナータイトルを
リニューアルしました。「人権～みんなが幸
せになるために～」をよろしくお願いします。

Vol.78

　益城町結婚対策協議会（クロー
バーましき）では、登録者を随時
受け付けています。初婚・再婚は
問いません。年齢制限もありませ
ん。ご興味のある方はお気軽にご
相談ください。
対象者
女性：独身の人
男性：町内在住か在勤で独身の人
登録期間　申込日から 2 年間
登録料　　無料
登録申請の窓口
・ 平日（午前 9 時～午後 5 時）
　総務課 男女共同参画係
・ 夜間（火・金曜日の午後 6 時～ 9 時）
　公民館きやま座
※申込方法など、詳しくは問い合わせ
るか町ホームページをご覧ください。

～婚活～お手伝いします！ 人権についての電話による相談窓口 (平日のみ )

●同和問題をはじめとするさまざまな人権問題
熊本県人権センター　　      ☎ 384‐5822
午前９時～正午と午後１時～４時
●法律問題、人権問題、人権侵害への救済について
みんなの人権 110 番　　     ☎ 0570‐003‐110
午前８時 30 分～午後５時 15 分
●女性の人権
女性の人権ホットライン　　☎ 0570‐070‐810
午前８時 30 分～午後５時 15 分
●障がい者の人権および権利擁護
障がい者 110 番　☎ 354‐4110　午後１時～５時
●子どもの人権
子どもの人権 110 番　　   ☎ 0120‐007‐110
午前８時 30 分～午後５時 15 分
●いじめについて
益城町いじめ電話相談　　☎ 286‐1770
午前８時 30 分～午後５時 15 分
●さまざまな人権問題
益城町福祉課人権対策係　☎ 289-1400
午前８時 30 分～午後５時 15 分
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投稿されたご意見・ご感想の一部を紹介します（敬称略）。匿名
を希望する場合は、氏名の横にその旨を明記してください。ペ
ンネームでもＯＫです。また、イラストも募集しています。

子どもが思い切り遊べる場所を知りたいです。
辻の城　田口暁翔

毎号気になる記事が多くて見どころたくさん！
いろいろと学べて勉強になります。 

P.N　オコジョくん

夏休みの水難事故が相次いでいます。海や川へ
行くのを楽しむためにも、事前に自分の命の守

り方を学ぶのは大事だなと感じます。
P.N　エミリー

先月号のクイズ、当選！図書カードが届きまし
た！　これからも広報紙、楽しみにしてます。

クイズにもチャレンジし続けます。　広崎　永野幹子

表紙のハスの花がとてもきれいで、見に行きた
いと思いました。　　  P.N　ひろしじいちゃん

全体的にとても読みやすく、わかりやすいので、
毎号楽しみにしています。　　広崎　光田帆花

8 月号はわがまち散歩がなかったので残念でし
た。　　　　　　　　　　　天草市　鷹野光代

イラスト
ありがとうございます！

広崎　瀬戸サイ子

絵手紙
ありがとうございます！

古閑　上田邦子

絵手紙
ありがとうございます！

古閑　今冨正己

絵手紙
ありがとうございます！

島田　森田芙美

息子、娘が通っていた津森小で、10 年以上前
にも実施されていた着衣泳が今も行われている

のを知り、受け継がれていることがとても素晴らしい
と思いました。　　　　　　　　  P.N　 H&E MaMa

Mashiki Photography、毎回楽しみにしてい
ます。先月号はハスの花と山の写真がお気に入

りです。どうやったらこんなすてきな写真が撮れるの
かな？　　　　　　　　　　　　　　木山　鋤野孝子  

正
ただ

しいもの、または問
もん

題
だい

本
ほん

文
ぶん

の中
なか

の○に当
あ

てはまるものを選
せん

択
たく

し、記
き

号
ごう

で回
かい

答
とう

してください。全問正解者中 10 人に、500 円
分の図書カードをプレゼント！

応募総数…99 通　全問正解数…99 通

応募締切日… 9 月 11 日必着
前月号の正解… ① - Ａ  ② - Ａ  ③ - Ａ
当選者（敬称略）…中川美保子、滝川友理亜、西本ゆいね、渡邉
心月、鮫島暖、杉村さゆり、森智芳子、水野由美子、髙本結佳
菜、田口暁翔

問題１　ヒント…P4 ～ 9
町内初の登録有形文化財（建
造物）として登録された古民
家は？
A…林家　　B…古荘家
C…城本家　D…河端家

問題２　ヒント…P15

マイナポイントの申込期間
は令和 5 年〇月末まで！

A…8　  　B…9
C…10　　D…11

問題３　ヒント…P20
町 の こ れ か ら を 担 う 女 性
リーダーを育成する「ましき
女性○○〇塾」
A…きぼう　　B…ひかり
C…のぞみ　　 D…みらい

応募方法

回答フォーム →
または、
はがきに答えと住所、氏名
を記入し、〒 861-2295 益
城町役場「広報クイズ」係へ。

自慢の赤ちゃんを広報ましきに掲載しませんか？
①赤ちゃん、パパ、ママの氏名　②住所
③連絡先　④メッセージ（45 文字以内）
を入力し、写真をメールで送信してください。
mail mashiki890@gmail.com

『茅の輪くぐり』吉川淳一さん　撮影場所：津森神宮

『一面に広がるひまわり』
川端あすかさん
撮影場所：小谷ひまわり畑

『夏だ！』
滝川朋子さん
撮影場所：小谷ひまわり畑

　じいじ、ばあば、いつもありがとう！　お兄ちゃん
とも仲良く、三兄弟元気に育ってね♡

（惣領 2 町内）悠
ゆう

太
た

朗
ろう

さんパパ 真
ま な み

史さんママ

原
はら

　陽
ひ い と

絃 くん、葵
き い と

絃 くん左から
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記号の説明　�問 …問い合わせ先　 住 …住所　☎…電話番号　 内88…内線番号　　　　
FAX …ファックス番号　 Ｍ …メールアドレス　 HP …ホームページ

益城町音声訳ボランティア「こまどり」では、広報ましき、社協だより、清水（議会報）などの
記事を音声で録音したＣＤを無料配布しています。　 問  町社会福祉協議会　 ☎ 214-5566

　
県
で
は
、
９
月
を
熊
本
県
動
物
愛
護
月

間
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
ペ
ッ
ト
を
正
し
く
愛
情
を
持
っ
て
飼
育

で
き
て
い
る
か
、
災
害
時
の
備
え
が
で
き

て
い
る
か
な
ど
、
今
一
度
、
動
物
に
対
す

る
向
き
合
い
方
を
見
つ
め
直
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
県
内
の
各
保
健
所
で
は
９
月
以

降
、
動
物
愛
護
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、
左
記
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問�

御
船
保
健
所

　

☎
２
８
２
‐
０
０
１
６

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
消
費
生
活
相
談

窓
口
で
は
、
消
費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
に
関
す
る
相
談
を
受
け
、
具
体
的
な
解

決
策
に
つ
い
て
助
言
し
た
り
、
場
合
に

よ
っ
て
交
渉
の
手
伝
い
を
し
た
り
し
ま
す
。

　
ま
た
、
多
重
債
務
に
関
す
る
相
談
も
受

け
て
い
ま
す
。

　
局
番
な
し
の「
１
８
８
」に
電
話
を
か
け

る
と
、
近
く
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
つ
な
が
り
、無
料
で
相
談
で
き
ま
す（
通

話
料
金
は
相
談
者
負
担
）。
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問�

上
益
城
広
域
消
費
生
活
相
談
室

　

☎
２
８
６
‐
３
２
１
０（
毎
週
㊊
）

　
歯
科
衛
生
士
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
が
健

康
で
丈
夫
な
歯
を
保
つ
た
め
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
面
か
ら
そ
の
人
に
あ
っ
た
お
口
の
健

康
管
理
を
支
援
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
歯
科
衛
生
士
の
資
格
を
取
得

し
て
、
た
く
さ
ん
の
人
の
お
口
の
健
康
を

守
り
ま
せ
ん
か
。

問
熊
本
県
歯
科
医
師
会

　

☎
３
４
３
‐
８
０
２
０

　
活
力
あ
る
職
場
づ
く
り
に
は
、
従
業
員

の
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
健
康
が
大
切
で
す
。

県
で
は（
公
財
）熊
本
県
総
合
保
健
セ
ン

タ
ー
に
委
託
し
、
小
規
模
事
業
場
へ
の
健

康
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
事
業
主
負

担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

内
容
…
出
張
健
康
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　

�

出
張
保
健
指
導（
40
歳
未
満
の
人

な
ど
が
対
象
）

問�

県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

☎
３
３
３
‐
２
２
５
２

　
熊
本
県
森
林
・
山
村
多
面
的
機
能
発
揮

対
策
地
域
協
議
会
で
は
、
平
成
25
年
度
か

ら
里
山
林
の
整
備
や
森
林
資
源
の
利
活
用

を
進
め
る
団
体
に
対
し
、
一
定
の
費
用
を

助
成
し
て
い
ま
す
。
支
援

メ
ニ
ュ
ー
な
ど
詳
し
く
は
、

協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

対
象
森
林
…�

森
林
経
営
計
画
が
策
定
さ
れ

て
い
な
い
森
林

対
象
団
体
…

　

�

地
域
住
民
、
森
林
所
有
者
な
ど
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
3
人
以
上
か
ら
な
る
活

動
組
織
。
自
治
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど

の
単
独
で
の
実
施
も
可

支
援
内
容
…

・
活
動
推
進
費

　
�

現
地
の
林
況
調
査
、
活
動
計
画
実
施
の

た
め
の
話
し
合
い
、
研
修
な
ど
3
カ
年

の
活
動
計
画
の
具
体
化
に
対
し
、
初
年

度
の
み
助
成
。
上
限
11
万
２
５
０
０
円

・
資
機
材
購
入
・
設
置
費

　

�

活
動
に
必
要
な
機
材
や
資
材
の
購
入
・

設
置
に
対
し
、必
要
額
の
2
分
の
1（
一

部
の
資
機
材
は
3
分
の
1
）を
助
成

問�

熊
本
県
森
林
・
山
村
多
面
的
機
能
発

揮
対
策
地
域
協
議
会（
熊
本
県
森
林
組

合
連
合
会
内
）井
野
・
矢
野

　

☎
２
８
５
‐
８
６
８
８

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」は
、
高
校
、
大
学

な
ど
へ
の
入
学
時
・
在
学
中
に
か
か
る
費

用
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

子
ど
も
１
人
に
つ
き
３
５
０
万
円
以
内
を
、

固
定
金
利（
6
月
１
日
現
在
、年
１・95
㌫
）

で
利
用
で
き
、
在
学
期
間
内
は
利
息
の
み

の
返
済
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」で
検

索
す
る
か
、
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

問
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０
‐
０
０
‐
８
６
５
６

　

☎
０
３
‐
５
３
２
１
‐
８
６
５
６

　
建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共

済
法
に
基
づ
く
制
度
で
、
労
働
者
の
働
い

た
日
数
に
応
じ
て
掛
け
金
と
な
る
共
済
証

紙
や
退
職
金
ポ
イ
ン
ト
を
事
業
主
が
積
み

立
て
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く

こ
と
を
や
め
た
時
に
建
退
共
か
ら
退
職
金

を
支
払
う
と
い
う
、
業
界
全
体
で
の
退
職

金
制
度
で
す
。

　
便
利
な
電
子
申
請
方
式
な
ど
詳
し
く
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（「
建
退
共
」で
検
索
）で
ご

歯
科
衛
生
士
を
目
指
し
ま
せ
ん
か

確
認
く
だ
さ
い
。

加
入
で
き
る
事
業
主
…�

建
設
業
を
営
む
人

対
象
労
働
者
…�

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

掛
け
金
…�

日
額
３
２
０
円

問�

建
退
共
熊
本
県
支
部

　
☎
３
６
６
‐
５
１
１
１

　

空
の
日
フ
ェ
ス
タ

開
催
！　

当
日
は
、

事
前
応
募
が
必
要
な

3
つ
の
イ
ベ
ン
ト
の

他
、
新
タ
ー
ミ
ナ
ル

ビ
ル
内
で
も
多
彩
な

催
事
が
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。

期
日
…
10
月
14
日
㊏

場
所
…�

阿
蘇
く
ま
も
と
空
港

事
前
応
募
型
イ
ベ
ン
ト
内
容
…�

①
ラ
ン
ウ
ェ
イ
ウ
ォ
ー
ク

　

�

普
段
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
滑
走
路
を

歩
き
な
が
ら
、
滑
走
路
上
で
夜
明
け
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
空
港
制
限
区
域
内
バ
ス
ツ
ア
ー

　

�

普
段
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
空
港
内
を

バ
ス
で
案
内
。
航
空
機
の
出
発
到
着
な

ど
を
間
近
で
見
学
で
き
ま
す
。

③�

管
制
塔
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験
・
管
制

塔
見
学

交
付
金
を
活
用
し
て

里
山
林
の
整
備
を
し
ま
せ
ん
か

９
月
は
動
物
愛
護
月
間
で
す

消
費
生
活
の
ト
ラ
ブ
ル
は

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

　

�

航
空
管
制
官
が
業
務
を
説
明
。
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
体
験
と
管
制
塔
見
学
が
で
き

ま
す
。（
国
土
交
通
省
大
阪
航
空
局
熊

本
空
港
事
務
所
主
催
）

�

時
間
…�

①
午
前
５
時
40
分
～
６
時
40
分

②�

午
前
９
時
30
分
～
、
10
時
30
分
～
、
午

後
１
時
30
分
～
、
２
時
30
分
～
の
４
回

③�

午
前
10
時
45
分
～
、
午
後
2
時
15
分
～

の
２
回
、
各
1
時
間
30
分
程
度

対
象
・
定
員
…�

①�

小
学
５
年
生
以
上
、
未
成
年
は
保
護
者

同
伴（
定
員
50
人
）

②
小
学
生
～
高
校
生
、
そ
の
保
護
者

　
（
定
員
25
人
×
４
回
＝
１
０
０
人
）

③
中
学
生
～
高
校
生
、
そ
の
保
護
者

　
（
定
員
12
人
×
２
回
＝
24
人
）

費
用
…
無
料

応
募
…�

９
月
11
日
㊊
ま
で
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で

※�

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（「
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
オ

フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
」か「
空
の
日
ネ
ッ

ト
」で
検
索
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

臨
時
駐
車
場
は
設
け
ま
せ
ん
の
で
、
可

能
な
限
り
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問�

熊
本
国
際
空
港
㈱ 

地
域
連
携
部

　

☎
２
3
２
‐
２
３
１
１

管
制
塔
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験
・
管
制
塔

見
学
に
つ
い
て
は
左
記
へ

問�

国
土
交
通
省
大
阪
航
空
局
熊
本
空
港

事
務
所 

総
務
課

　
☎
２
3
２
‐
２
８
５
３

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト（
人
工
肛
門
・
人
工
膀

胱
保
有
者
）と
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
ス

ト
ー
マ
ケ
ア
な
ど
の
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
…�

9
月
23
日
㊏

　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

　
　
　
（
午
後
1
時
15
分
～
受
け
付
け
）

場
所
…
国
立
病
院
機
構　
熊
本
南
病
院

　
　
　
（
宇
城
市
松
橋
町
豊
福
２
３
３
８
）

費
用
…
無
料

申
し
込
み
…
事
前
に
電
話
で
左
記
へ

問�（
公
社
）日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
熊
本

県
支
部
事
務
局（
大
腸
肛
門
病
セ
ン

タ
ー
高
野
病
院 

患
者
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
２
０
６
‐
３
３
３
０

　
成
年
後
見
制
度
や
相
続
・
遺
言
、
財
産

管
理
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な
ど
に
つ

い
て
、
司
法
書
士
と
社
会
福
祉
士
が
無
料

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
例
…

・
一
人
暮
ら
し
の
今
後
が
不
安

・�

遺
産
分
割
協
議
を
し
た
い
け
れ
ど
、
相

続
人
の
一
人
が
認
知
症
の
よ
う
で
心
配

・
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
の
将
来
が
心
配

小
規
模
事
業
場
へ
の
健
康
支
援

・
親
の
年
金
が
勝
手
に
使
わ
れ
て
い
る
か
も

・�
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
の
預
金
管

理
な
ど
が
心
配

日
時
…
9
月
23
日
㊏

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
…�

熊
本
県
司
法
書
士
会
館（
熊
本
市

中
央
区
大
江
4
丁
目
4
番
34
号
）

相
談
方
法
…

・
面
談
相
談（
要
予
約
）　
予
約
電
話
番
号

　
３
６
４
‐
２
８
８
９

・
電
話
相
談　
当
日
相
談
専
用
電
話
番
号

　
３
６
４
‐
０
８
０
０

問�

熊
本
県
司
法
書
士
会
事
務
局

　

☎
３
６
４
‐
２
８
８
９

　
（
公
財
）人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

で
は
、
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
の
相
談
を
受
け

る
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
日
常
生
活
で
の
困
り
ご
と
、
嫌
が
ら

せ
、差
別
な
ど
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、匿
名
で
の
相
談
も
可
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

相
談
専
用
電
話
番
号
…

　
０
１
２
０
‐
７
７
１
‐
２
０
８

受
付
日
時
…�

　

�

㊊
～
㊎
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
祝

日
、
12
月
29
日
～
1
月
３
日
を
除
く
）

※�

こ
の
相
談
は
、（
公
財
）人
権
教
育
啓
発

推
進
セ
ン
タ
ー
が
、
厚
生
労
働
省
生
活

相
談
充
実
事
業
で
実
施
す
る
も
の
で
す
。

問�（
公
財
）人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
３
‐
５
７
７
７
‐
１
８
０
２

空
の
日
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
３

in
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本
政
策

金
融
公
庫
）の
案
内

ご
存
じ
で
す
か
？　

建
退
共
制
度

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
た
め
の

成
年
後
見
相
談
会

オ
ス
ト
メ
イ
ト
医
療
相
談
会

ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
の
相
談
窓
口
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ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
上
益
城
ブ
ラ
ン
チ
で

は
、
仕
事
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
。
予
約
制
で
す
。

開
設
日
時
…
祝
日
を
除
く
㊊
～
㊎
の

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

場
所
…�

上
益
城
地
域
振
興
局
2
階（
御
船

町
辺
田
見
３
９
６
番
地
１
）

対
象
…�

再
就
職
を
希
望
す
る
人
、
就
職
氷

河
期
世
代
の
人
、
学
生
を
含
む
若

年
者
、
保
護
者（
家
族
）、
学
校
の

進
路
指
導
の
先
生
な
ど
全
て
の
人

費
用
…
無
料

問�

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
上
益
城
ブ
ラ
ン
チ

　

☎
２
８
２
‐
１
０
１
３

　
熊
本
県
行
政
書
士
会
で
は
、
毎
年
10
月

を「
行
政
書
士
制
度
広
報
月
間
」と
し
て
行

政
書
士
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
て
お
り
、

今
年
も
次
の
通
り
無
料
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

相
談
内
容
…

・�

各
種
許
認
可
／
登
録（
建
設
業
／
運
送

業
／
開
発
／
農
地
転
用
／
車
庫
証
明
／

車
両
登
録
／
在
留
資
格
な
ど
）

・�

会
社
／
医
療
法
人
／
公
益
法
人
な
ど
の

法
人
設
立

・
遺
言
／
相
続

・
内
容
証
明
書
／
契
約
書
の
作
成

【
電
話
無
料
相
談
】

日
時
…
10
月
2
日
㊊

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

相
談
用
電
話
番
号
…
３
８
５
‐
７
３
０
１

【
街
頭
無
料
相
談
会
】

日
時
…
10
月
25
日
㊌
・
26
日
㊍

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
…�

鶴
屋
百
貨
店 

本
館
７
階

　
　
　

�

レ
ス
ト
ラ
ン
ア
ベ
ニ
ュ
ー
レ
ス
ト

ス
ペ
ー
ス

問�

熊
本
県
行
政
書
士
会

　

☎
３
８
５
‐
７
３
０
０

　
10
月
1
日
は「
法
の
日
」と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の「
法
の
日
」を
記
念
し
、
司

法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
。
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
…�

10
月
7
日
㊏

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

　
　
　
※
相
談
時
間
は
1
組
30
分

場
所
…
御
船
町
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
御
船
町
木
倉
１
１
６
８
番
地
）

相
談
内
容
…

　

�

登
記（
土
地
・
建
物
・
会
社
）、
相
続
、

遺
言
作
成
、 

境
界
ト
ラ
ブ
ル
、
成
年
後

見
、
借
金
問
題
な
ど 

問�

熊
本
県
司
法
書
士
会
事
務
局

　

☎
３
６
４
‐
２
８
８
９

　

ブ
リ
ッ
ジ
フ
ォ
ー
ス
マ
イ
ル

で
は
、
児
童
養
護
施
設
や
里
親

家
庭
な
ど
か
ら
巣
立
つ
子
ど
も

た
ち
が
地
域
・
社
会
の
中
で
笑

顔
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー

ト
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

ブ
リ
ッ
ジ
フ
ォ
ー
ス
マ
イ

ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

募
集
対
象
…
社
会
人
経
験
１
年
以
上
の
人

募
集
内
容
…

①
セ
ミ
ナ
ー
伴
走
サ
ポ
ー
タ
ー

　

�

8
月
～
1
月
に
か
け
て
、
月
2
回
開
催

す
る
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

②�「
か
た
る
ベ
ー
ス
く
ま
も
と
」運
営
サ

ポ
ー
タ
ー

　
・�

若
者
た
ち
と
一
緒
に
、
楽
し
く
料
理

を
作
る
お
料
理
サ
ポ
ー
タ
ー

　
・
事
務
・
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー

　
・
セ
ミ
ナ
ー
講
師
サ
ポ
ー
タ
ー

※�「
か
た
る
ベ
ー
ス
く
ま
も
と
」は
、児
童

養
護
施
設
や
里
親
家
庭
な
ど
で
生
活
し

て
い
る
子
ど
も
や
、そ
こ
を
巣
立
っ
た

若
者
た
ち
が
気
軽
に
集
え
る
場
所
で
す
。

問�

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ブ
リ
ッ
ジ
フ
ォ
ー

ス
マ
イ
ル
熊
本
事
務
局

　

☎
２
８
８
‐
４
６
２
７

　
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
農
業
大
学
校
で
、
農

業
の
プ
ロ
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

入
学
者
選
抜
日
程
…�

・�

推
薦
入
学
者（
高
等
学
校
か
地
域
推
薦
）

　
　
願
書
受
付

　
　
　
９
月
１
日
㊎
～
8
日
㊎

　
　
選
抜
日

　
　
　
10
月
4
日
㊌

・
一
般
入
学
者（
第
1
回
）

　
　
願
書
受
付

　
　
　
10
月
30
日
㊊
～
11
月
10
日
㊎

　
　
選
抜
日

　
　
　
12
月
6
日
㊌

・
一
般
入
学
者（
第
２
回
）

　
　
願
書
受
付

　
　
　
令
和
6
年
１
月
５
日
㊎
～
19
日
㊎

　
　
選
抜
日

　
　
　
令
和
6
年
２
月
14
日
㊌

場
所
…�

熊
本
県
立
農
業
大
学
校（
合
志
市

栄
３
８
０
５
）

定
員
…�

農
学
部（
修
業
年
限
２
年
）80
人

※�

受
験
料
や
授
業
料
な
ど
詳
し
く
は
、
左

記
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問�

熊
本
県
立
農
業
大
学
校 

教
務
課

　

☎
２
４
８
‐
１
１
８
８

　

第
2
回
睡
眠
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

眠
れ
な
い
、
寝
つ
き
が
悪
い
な
ど
睡
眠
の

▼
掲
載
の
申
し
込
み
は
、
掲
載
希
望

前
々
月
末
日
ま
で
に
、
企
画
財
政
課

広
報
係（
☎
２
８
６
‐
３
２
２
３
）へ
。

障
が
い
者
対
象
の
職
業
訓
練

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
ビ
ジ
ネ
ス
講
座

悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　
専
門
家
を
囲

ん
で
、
今
日
か
ら
で
き
る
快
眠
術
に
つ
い

て
話
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
…
10
月
1
日
㊐
午
後
2
時
～
3
時

場
所
…�

復
興
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
じ

い
ろ　
多
目
的
室

講
師
…

　
熊
本
大
学 

青
石
恵
子
教
授

　
九
州
看
護
福
祉
大
学 

上
田
智
之
准
教
授

　
熊
本
産
業
保
健
研
究
所 

堀
口
真
愛
保
健
師

参
加
費
…
無
料

申
込
・
問
役
場
健
康
保
険
課 

保
健
事
業
係

　

☎
2
８
6
‐
３
１
１
３

　
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
で
撮
影
し
た
、
四

季
折
々
の
美
し
い
自
然
と
飛
行
機
の
写
真

を
募
集
し
ま
す
。
採
用
さ
れ
た
人
に
は
、

熊
本
県
特
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！　
あ
な

た
の
と
っ
て
お
き
の
写
真
を
応
募
し
ま
せ

ん
か
。

テ
ー
マ
…�

阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
の
四
季
と

飛
行
機（
飛
行
機
と
共
に
四
季

折
々
の
美
し
い
自
然
や
人
物
な

ど
、
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
の
魅

力
を
表
現
し
た
も
の
）

応
募
期
間
…
10
月
1
日
㊐
～
31
日
㊋

参
加
費
…
無
料

※�

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�

熊
本
国
際
空
港
㈱ 

地
域
連
携
部

　

☎
２
３
２
‐
２
３
１
１

【
事
務
職
養
成
科
Ａ
】

　
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
の
資
格
取
得
を
目
指
し
、
在
宅
就
労
を

含
め
事
務
職
に
必
要
な
知
識
と
技
術
を
習

得
し
ま
す
。

対
象
…�

身
体（
聴
覚
、上
肢
、下
肢
、内
部
）、

知
的
、
精
神
、
発
達
、
難
病
、
高

次
脳

定
員
…
８
人

募
集
期
限
…
9
月
29
日
㊎

訓
練
期
間
…�

11
月
1
日
㊌
～
令
和
6
年
1

月
31
日
㊌

費
用
…�

テ
キ
ス
ト
代
１
万
３
６
４
０
円

（
税
込
み
）程
度

場
所
…�

㈱
総
合
プ
ラ
ン
ト
キ
ャ
リ
ア
支
援

セ
ン
タ
ー（
熊
本
市
中
央
区
神
水

1
丁
目
38
‐
11
）

※�

受
講
生
募
集
案
内
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
２
９
７
‐
９
９
１
５

　
仕
事
で
使
用
す
る
こ
と
が
多
い
Ｅ
ｘ
ｃ

ｅ
ｌ
の
基
礎
の
操
作
か
ら
表
・
グ
ラ
フ
の

作
成
方
法
な
ど
を
学
ぶ
講
座
で
す（
資
格

試
験
な
し
）。

日
時
…
10
月
11
日
～
11
月
15
日
の
毎
週
㊌

　
　
　
午
後
7
時
～
9
時（
全
6
回
）

場
所
…
交
流
情
報
セ
ン
タ
ー
ミ
ナ
テ
ラ
ス

　
　
　
Ｉ
Ｔ
学
習
室

対
象
…
町
内
在
住
か
在
勤
の
18
歳
以
上

定
員
…
10
人
程
度

　
　
　
※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

費
用
…
２
５
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

申
込
期
限
…
9
月
20
日
㊌

申
し
込
み
方
法
…

　

�

メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
、
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
、
窓
口

問
役
場
総
務
課 

男
女
共
同
参
画
係

　

☎
２
８
６
‐
６
６
６
５

　
FAX
２
８
６
‐
４
５
２
３

　
Ｍdanjyo@

tow
n.m

ashiki.lg.jp

　
熊
本
学
園
大
学
生
が
一
生
懸
命
考
え
た

公
民
館
講
座
に
参
加
し
て
、
一
緒
に
ス

ノ
ー
ド
ー
ム
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
…
10
月
29
日
㊐
午
前
10
時
～
正
午

場
所
…
交
流
情
報
セ
ン
タ
ー
ミ
ナ
テ
ラ
ス

　
　
　
会
議
室

定
員
…
12
人
程
度（
先
着
順
）

費
用
…
２
０
０
０
円
程
度（
材
料
費
な
ど
）

申
し
込
み
…

　

�

9
月
11
日
㊊
～
29
日
㊎
の
平
日
午
前
8

時
30
分
～
午
後
5
時
15
分
に
電
話
で
左

記
へ

問
役
場
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
係

　

☎
２
８
６
‐
３
３
３
７

無
料
ボ
ク
シ
ン
グ
教
室

　
ボ
ク
シ
ン
グ
で
健
康
増
進
！　
小
学
生

か
ら
大
人
ま
で
、
無
料
で
体
験
で
き
ま
す
。

と
き　

�

９
月
の
毎
週
㊌
・
㊍

　
　
　
午
後
5
時
30
分
～
8
時

と
こ
ろ　

�

総
合
体
育
館
、
町
公
民
館
福
田

分
館
・
津
森
分
館
の
い
ず
れ
か

問�

ゴ
ー
ル
デ
ン
ヘ
ラ
ク
レ
ス
ボ
ク
シ
ン

グ
ク
ラ
ブ（
作
田
）

　
☎
０
９
０
‐
８
９
５
９
‐
６
５
４
４

子
ど
も
た
ち
の
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

令
和
6
年
度

熊
本
県
立
農
業
大
学
校
学
生
募
集

町
公
民
館
単
発
講
座

「
大
学
生
が
作
る
公
民
館
講
座

冬
を
先
取
り
！ 

ス
ノ
ー
ド
ー
ム
教
室
」

「
働
く
こ
と
」を
お
手
伝
い

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
上
益
城
ブ
ラ
ン
チ

法
の
日
無
料
相
談
会

「
行
政
書
士
制
度
広
報
月
間
」

無
料
相
談
会

第
2
回
に
じ
い
ろ
睡
眠
サ
ロ
ン

参
加
者
募
集

第
10
回
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港

フ
ォ
ト
コ
ン
２
０
２
３
作
品
募
集
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編
集
後
記

♣
今
回
の
取
材
は
夏
の
暑
さ
と

の
戦
い
で
し
た
。
じ
り
じ
り
と

照
り
付
け
る
太
陽
。
フ
ァ
イ
ン

ダ
ー
を
の
ぞ
く
目
も
汗
で
染
み

て
よ
く
見
え
な
い（
泣
）。
そ
ん

な
暑
さ
の
中
、
祭
り
や
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち
か
ら

パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
。
残

暑
が
続
く
の
で
健
康
管
理
に
は

気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。 

係
ゆ

♦「
地
震
で
被
害
を
受
け
た
古

民
家
の
修
復
に
は
、
新
し
い
家

を
１
軒
建
て
る
よ
り
多
く
の
費

用
が
掛
か
る
」。
特
集
の
取
材

で
、
衝
撃
を
受
け
た
言
葉
で
す
。

守
り
続
け
て
い
く
た
め
に
、
住

人
が
集
い
、
維
持
費
を
生
み
出

す
場
所
に
す
る
こ
と
も
必
要
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
読
ん
で

ほ
し
い
特
集
で
す
。　
　

 

係
ま

善意の灯
社会福祉協議会　☎ 214 - 5566

香典返しに替えて次の方々から寄付をいただきま
した。（敬称略）

お名前 （行政区） 故　人

　永田　眞澄 （ 広 崎 1 町 内 ） 耕司

　岡野　賢一 （ 中 砥 川 ） 御代子

　内田　福子 （ 安 永 1 町 内 ） 良雄

　木水　京子 （ 惣 領 1 町 内 ） 敏明

　荒牧　弘子 （ 寺 中 ） 孝行

　佐方　末男 （ 下 町 ） 照子

　村田　由美 （ 赤 井 ） 育也

　西岡　明子 （ 平 田 上 ）原田ユキ子

　上村　哲治 （ 平 田 中 ） タミエ

　永田　親子 （ 市 ノ 後 団 地 ） 雄一

　西本　嗣人 （ 馬 水 北 ）敬一・恵子

問乳幼児健診　　        町保健福祉センターはぴねす　☎ 234-6123

9 月

5 日 ㊋

4か月児健診
対象者：R5.4.9 ～ R5.4.16 生

対象者には、個別に

通知します。

時間は、通知をご覧

ください。

7か月児健診
対象者：R4.12.31 ～ R5.1.17 生

7 日 ㊍
3歳児健診
対象者：R2.2.14 ～ R2.2.29 生

12 日 ㊋

4か月児健診
対象者：R5.4.17 ～ R5.5.13 生

1歳6か月児健診
対象者：R4.1.22 ～ R4.2.18 生

10 月

3 日 ㊋
4か月児健診
対象者：R5.5.14 ～ R5.6.19 生

対象者には、個別に

通知します。

時間は、通知をご覧

ください。5 日 ㊍
3歳児健診
対象者：R2.3.1 ～ R2.3.20 生

※対象者は予定です。状況により変更になる場合があります。

問

ふるさと納税
全国からたくさんの

「ふるさと納税」を頂き、
心より感謝申し上げます。

令和 5 年度
12,794 件 11,979 万円

令和 5 年 7 月末現在

MASHIKI TOWN
CHIIKI-
OKOSHI

 「町に虹色の
  　　　輝きを」

MASHIKI TOWN
CHIIKI-
OKOSHI

 「町に虹色の
  　　　輝きを」

やりたいことがやれる場所へ！

地域おこし協力隊

小
こ

仲
なか

貴
たか

宏
ひろ

さん

Vol.16

　町在住の高校生が主催する、親子
向けの演劇鑑賞イベント「にじいろ
しあたー」が開催されました。
　高校生の皆さんはにじいろを企画
会議の場・イベント会場として活用
し、企画書作成から出演者交渉、宣
伝ポスター制作、広報活動、当日運
営など主催者として必要な企画・準
備・運営に主体的に取り組みました。
　私は協力隊として、それらの取り
組みのお手伝いをしました。
　出演した益城中演劇部の 3 年生の
皆さんからは、「入学してからコロ
ナ禍で演劇部としての発表の機会が
なかったので、本当にうれしい」と
いう言葉があり、開催した意義は大
きかったと感じています。
　にじいろでは高校生に限らず、「誰
かのために何かやってみたい」とい
う想いをカタチにするお手伝いをさ
せていただいています。
　ご相談をお待ちしています！

●
大
会
へ
の
意
気
込
み

　

熊
本
マ
ス
タ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
に
向

け
て
、
2
人
で
話
し
合
い
な
が
ら
練

習
・
実
践
を
重
ね
、
世
界
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
選
手
を
相
手
に
、
ヒ
ロ
カ
ト

ペ
ア
の
戦
い
方
で
結
果
を
出
せ
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
。

●
読
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

大
会
会
場
に
足
を
運
ん
で
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
の
魅
力
に
触
れ
て
い
た
だ

け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。
熊
本
の
皆

さ
ん
に
勝
つ
姿
を
お
見
せ
で
き
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
会
場
で

応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
始
め
た
き
っ
か
け

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
案
内
を
見
て

楽
し
そ
う
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。
中
学
時
代
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

の
経
験
が
あ
っ
た
父
の
勧
め
も
あ

り
、小
学
１
年
生
か
ら
始
め
ま
し
た
。

●
得
意
な
シ
ョ
ッ
ト

　

サ
ー
ブ
で
す
。

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
魅
力

　

見
て
い
る
だ
け
で
も
面
白
い
ス
ポ

ー
ツ
だ
と
思
い
ま
す
。
プ
レ
ー
す
る

と
き
は
相
手
と
の
駆
け
引
き
が
、
楽

し
い
で
す
。

●
世
界
大
会
が
熊
本
で
開
催

さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
思
い

　

以
前
、
国
内
リ
ー
グ
の
熊
本

大
会
が
開
催
さ
れ
た
時
、
す
ご

く
応
援
し
て
も
ら
っ
て
力
に
な

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
熊
本
で
の

世
界
大
会
が
楽
し
み
で
す
。

I N T E R V I E W

ヒロカトペアの戦い方で熊本の
皆さんに勝つ姿を見せたいです

　令和5年から熊本で開催さ
れるバドミントンの世界大会
「熊本マスターズジャパン」。町
内企業の再春館製薬所所属の選
手もこの大会に出場予定です。
　活躍が期待される選手に意気
込みなどを聞いてきました。

加藤佑奈
Y U N A 　 K A T O

選手

まち全体が学びの場コーディネーター

松
まつ

野
の

良
りょう

子
こ

さん

MASHIKI TOWN
CHIIKI-
OKOSHI

 「まち全体が
  　　学びの場」

Vol.50

地域の力で

　2 年前、益城中央小の学校運営協
議会で「バス通学」の話が出たことを
機に、子どもたちの安全のため学校
だけでなく地域住民として何か応援
できないかと思いました。２ケ所の
バス乗降場所付近では建設・道路工
事が続いていたので、地域の皆さん
に声を掛け 11 人の見守りチームが
できました。
　毎日同じ場所であいさつすると子
どもに限らず顔見知りが増えていき、
気持ちも通い合うようでした。散歩
をする人や犬、早朝自主練の中学生、
さっそうと自転車からあいさつする
高校生、バタバタ走る小学生。見守
りチームも毎日会って語らう事が楽
しみでした。
　2 学期からは登校班の徒歩通学で
す。子どもたちが通学により成長で
きるよう、安全に配慮しつつ、楽し
く通えるように地域で温かく見守り
ましょう。

　
益
城
町
の
女
性
の
平
均
寿
命
が
89
歳
に
達
し
、

全
国
約
１
９
０
０
の
市
区
町
村
の
中
で
第
2
位

と
い
う
、
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
届
き
ま
し
た
。

1
位
は
川
崎
市
麻
生
区
の
89
・
２
歳
で
す
。
こ

れ
は
、
熊
本
地
震
や
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
成
果
で
あ
る
思
い
ま
す
。
一
方
、
本
町
男

性
の
平
均
寿
命
は
82
・
５
歳
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。
今
年
、
12
人
が
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ

ま
す
が
、
男
性
は
ゼ
ロ
。
毎
年
、
百
歳
表
彰
を

受
け
ら
れ
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
女
性
で
す
。

　
超
高
齢
化
社
会
に
な
る
こ
れ
か
ら
の
世
の
中

で
は
、「
健
康
寿
命
」を
伸
ば
す
こ
と
が
最
も
大

事
で
す
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
定
期

的
な
運
動
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、
十
分
な

睡
眠
、
早
め
の
受
診
や
定
期
的
な
健
診
な
ど
が

重
要
で
す
。

　
現
在
、
健
康
・
仲
間
づ
く
り
の
た
め
、
自
治

公
民
館
な
ど
に
集
ま
り
自
主
的
に
運
動
す
る

「
ま
し
き
元
気
教
室
」が
町
内
24
カ
所
で
立
ち
上

が
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
参

加
い
た
だ
き
、
健
康
寿
命
日
本
一
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。
教
室
の
立
ち
上
げ
・
参
加
希
望
者
は
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

町長のちょっと一言 「健康寿命日本一を目指しましょう」
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朝
も
や
溶
け
て
東
の
空
に

浅あ
さ

紫
む
ら
さ
き

色
の
雲
が
流
れ
ゆ
く

神
が
染
め
た
よ
う
な
暁
に

き
っ
と
今
日
と
い
う
日
も

い
い
一
日
に
な
る
だ
ろ
う

mashiki  town public relations magazine
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最新情報は、ホームページで確認してください。

くらしにプラス！ カレンダー9

町ホームページ LINE
益城町

Instagram
@mashiki._.town

マイナンバーカードを持っていれば、

役場開庁時間外でもコンビニエンスストアや

福田・津森郵便局で各種書類を取得できます！
コンビニエンスストア：土・日曜含む午前6時30分～午後11時
福田・津森郵便局：平日午前9時～午後5時

日 月 火 水 木 金 土
1 2
■母子健康手帳交付
■子育て広場
■時間外結婚相談窓口

3 4 5 6 7 8 9
■おはなし
■消費生活相談室

■時間外結婚相談窓口 ■心配ごと相談 ■からだ de あそぼ
■夜間納税相談
■住宅融資相談会

■時間外結婚相談窓口
■女性のこころとからだなんでも相談

■みんなのおはなし会
■キッズタイム
10:30 ～　申込 9/1 ～ 8

10 11 12 13 14 15 16
■母子健康手帳交付
■子育て広場
■ままくらぶ　申込 9/1 ～ 7
■消費生活相談室

■時間外結婚相談窓口 ■心配ごと相談 ■おひざにだっこのおはなし会
■夜間納税相談
■住宅融資相談会

17 18 19 20 21 22 23
■母子健康手帳交付

■せいさく
■もの忘れ相談室
■時間外結婚相談窓口

■心配ごと相談 ■夜間納税相談
■住宅融資相談会

■時間外結婚相談窓口 ■みんなのおはなし会

24 25 26 27 28 29 30
■母子健康手帳交付
■消費生活相談室

■専門医によるこころの相談
■時間外結婚相談窓口

■誕生会※前日までに申込
■心配ごと相談

■おひざにだっこのおはなし会
■夜間納税相談
■住宅融資相談会

■時間外結婚相談窓口

町図書館（交流情報センター内）
　☎ 287 - 8411

結婚対策協議会 クローバーましき
　☎ 286 - 6665（平日）
結婚相談窓口
平日 9：00 ～ 17：00
　総務課 男女共同参画係
■時間外 18：00 ～ 21：00
　公民館　きやま座

上益城広域消費生活相談室
９：00 ～ 16：00
月　益城町　☎ 286‐3210
火　御船町　☎ 282‐1226
水　嘉島町　☎ 237‐1112
木　甲佐町　☎ 234‐3223
金　山都町　☎ 0967‐72‐3133
曜日ごとに、上記町役場に専門相
談員が常駐します。いずれの町で
も相談できます。電話での相談も
行っています。

益城町児童館　☎ 234 - 6124

福祉課
■家計改善相談　
　予約制☎ 234‐6113 （地域福祉係）
■住宅融資相談会 10：00 ～ 16：00　
　役場 1 階相談室 B　予約制
　☎241-6180（（独）住宅金融支援機構）

■心配ごと相談 10：00 ～ 15：00
　役場 1 階相談室 D
　☎ 214-5566 （社会福祉協議会）
■もの忘れ相談室 13：30 ～16：30
　役場 1 階相談室 D　予約制
　☎ 214-5566 （社会福祉協議会）

税務課　☎ 286 - 3116
■夜間納税相談　17：15 ～ 20：00

■ふぁん！ふぁん！ままくらぶ
■キッズタイム
おひさま広場　10:30 ～
■からだ de あそぼ　■誕生会
■おはなし　■せいさく

■おひざにだっこのおはなし会 
　11：00 ～ 11：30
■みんなのおはなし会 11：00 ～ 11：30

今月の納税など　 国民健康保険税第 5 期／介護保険料第 6 期／後期高齢者医療保険料第 3 期

9 月の休日当番医　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　診察時間／午前 9 時～午後 5 時
3 日 （日）おがた整形外科 （福富） ☎ 289-3301 ＦＡＸ 289-3308

10 日 （日）ましきクリニック耳鼻咽喉科 （惣領） ☎ 287-8733 ＦＡＸ 289-2095

17 日 （日）清水眼科 （惣領） ☎ 289-0288 ＦＡＸ 289-0220

18 日 （月）益城整形外科 （安永） ☎ 286-1818 ＦＡＸ 286-1817

23 日 （土）髙本脳神経外科医院 （惣領） ☎ 289-0088 ＦＡＸ 289-0007

24 日 （日）ふくだ整形外科 （馬水） ☎ 286-7391 ＦＡＸ 287-5333
※変更などがある場合があります。事前に医療機関にご確認のうえ受診してください

保健福祉センター　はぴねす
　☎ 234 - 6123
■母子健康手帳交付

完全予約制（個別に交付）

■子育て広場（育児相談）
　完全予約制

■女性のこころとからだなんでも相談
　�完全予約制（１週間前締め切り）

■専門医によるこころの相談
　�完全予約制（１週間前締め切り）

X（旧Twitter）
@mashiki_town


